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その一番槍はアメリカの CBSによる Steinway & Sonsの買収であり、 殿しんがりをなすのは
Samick Musical Instruments Co., Ltd. (韓)に依る Steinway Musical Instruments, Inc.
の株式取得である。 
即ち、従前、左前となった欧州ブランドの買収に資力を投じて来た Samicは 2009年 11
月、Steinway Musical Instruments の株式の 16.5%、170 万株を取得すると共に、2010
年度末までに同額の追加取得の権利を獲得、その社長 Jong Sup Kim を SMIの社長として
送り込むことに成功した。 























































かつてのイギリスのピアノ製作家、Lawrence M. Nalder はその著書、The Modern 
Piano.(1927, reprinted in 1989)の中で、次のように論じている。 










著 1948年、小松 清訳、文庫クセジュ、1958年、12頁)。 
往年の大演奏家、Alfred Cortotもまた、ピアノの歴史的意義について次のように述べて
いる。 



















ザックス･柿木吾郎訳『楽器の歴史(下)』全音楽譜出版社、1966 年、25、82∼86 頁、属 啓生『グラフィッ



































によって裏付けられているからである(The Aesthetics of Pianoforte Playing. p.6)。 
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それにも拘わらず、私自身はスタインウェイ社に対して“A Beethoven Sonata, a Bach 













                                                  
3 1879年４月 11日付け書簡。そこには自身のスタインウェイピアノへの“the new tone 
pulsator”取付が終了し、手許に帰って来た際の感激が綴られている(cf. Cyril Ehrlich, The 
Piano  A History. revised ed. 1990, pp.54~55.)。 











































ノの頂点に屹立すべきは“Every Steinway”でも“Early Steinway”(Shull Piano Inc の





















近代ピアノの質的劣化が厳しく論究された唯一の例外は演奏家 Peter Cooper の著書で
ある。彼は 1939 年を境界とする近代ピアノの質的断絶を強調して止まない(cf. P., Cooper, 

























































































& Sons. 1995(鈴木依子訳『スタインウェイ物語』法政大学出版局、1998 年)、M.,Chapin and 
R.,Prato, 88 Keys: The Making of a Steinway Piano. 1997(川口桃永/吉上恭太訳『88Keysス
タインウェイピアノができるまで』小峰書店、2001 年)、J.,Barron, PIANO The Making of a 
















とは言え、2001 年以来、韓国の Young Chang からスタインウェイに供給されて来た






また、翻訳は無いが、Catherine,C.,Bielefeldt, THE WONDER of the PIANO. 1884. は















































Susan Goldenberg, Steinway  from Glory to Controversy  The Family The 

















Katie Hafner, A Romance on Three Legs Glenn Gould’s Obsessive Quest for the 
Perfect Piano. 2008.はグールドの伝記であると共に、彼が理想とするピアノ、工場ナンバ





他方、広い意味で近代ピアノ技術史論に分類される労作としては、Cyril Ehrlich, The 


























M., Good, Giraffes, Black Dragons, and Other Pianos  A Technological History from 









                                                  















界か、近代ピアノ自体の技術論への関心は益々希薄である。例えば、Arthur Loesser, Men, 
Women and Pianos A Social History. 1954(reprinted in 1982, 1990)はピアノを巡る社会文化
史の著作として代表的古典の名に値する名著であるが、ピアノの技術史に対する関心の希
薄さは一葉の図版さえ掲げられていないという著述型式からして明らかである。 
また、F.,E., Kirby, A Short History of Keyboard Music.(1966) (千蔵八郎訳『鍵盤音楽の歴
史』全音楽譜出版社、1979 年) の第１章は「鍵盤楽器 その歴史と構造」に充てられており、
簡潔ながら要を得た叙述を展開されているものの、以後の叙述において近代ピアノの技術
的進化と演奏との関係について踏み込むような分析はなされていない。 
1995年に現れたその新著、Music for Piano  A Short History. において Kirbyは旧著
を踏襲したピアノアクション発達史前半に加え、ダブル･エスケープメント･アクション、
































































板の必要性を科学的に解明したのは流体の運動方程式にその名を留める Sir George 








































































                                                  
7 Ulrich Laible･畠 俊夫訳『Fachkunde Klavierbau ― ピアノの構造とその関連技術 ―』
東洋音楽専修学校 1991年(原著[初版]刊行年不詳)、参照。 

























                                                                                                                                               


































D. No.11013 が健在である。このピアノは 1992 年のリビルド以降、小ホールで数多くの
演奏会に供されている。 











オドール(Christian Friedrich Theodore Steinway：1825~1889)のスタインウェイ･コンサートグ
ランド開発への係わりは 1876 年型＝三代目、1884 年型＝カポ･ダストロ･バー11採用を見
た四代目に限られる。そして、1884 年型には 1915 年と’65 年に小変更が加えられたもの
の、わがNo.104611を含む４代目こそが現行型の基本となっている。 
                                                  
10 このピアノは後日、Yahooオークションに繰返し出品された。 
11 Goodに拠れば、capo d'astroとはイタリア語で cap of the starの謂いで、star云々に意






































































































                                                  
13 cf. A.,Dolge. Pianos and their Makers- A Comprehensive History of the Development of the 





























ー(Steingraeber & Söhne[独：est. 1852])やファツィオリ(伊)、否、それどころかストラディヴァ








































はルーリング･エンジン(回折格子などをカットするのに用いられ、１mm の幅に 1000 本以上の平行












                                                  
15 超精密測定機については宮下政和「超精密技術の海外の動向」(『日本機械学会誌』第 87巻第




























                                                                                                                                               













で開催された。メルボルンは第 3 回である。ムーアは戦後 2 回目に当るヘルシンキ･オリ
ンピックにおける男子競泳４×200m のゴールドメダリストである。また、古橋広之進が
オリンピックでメダルを得たことなど一度も無い。 











































































   整調には工場で新品が組立てられた段階で行われる物と、使用によって摩耗などの
ため正常を欠く点ができて来た時に行われるものとの二つがある。 





































なお、ヤマハ(日本楽器)は陸軍監督工場として 1931 年 1 月から敗戦までに陸軍機用の




([独] 半木製  油圧式)といった品目が含まれていた(cf. Aircraft Division, The United States 
Strategic Bombing Survey  Japan Musical Instrument Manufacturind Company (Nippon Gakki Seizo 
KK). Corporation Report No.IX (Propellers). 1 Sept. 1946.)。 



























































                                                  
19 ドイツのピアノ製作技術者事情やマイスター制度については戸塚亮一『ベヒシュタイン物
語』南斗書房、1993 年、 20、143~147、208～212、242~243 頁、参照。蛇足ながらこ
の伝統が先にも触れた国際的なピアノ技術者協会、IAPBT(国際ピアノ製造技師調律師協会)の
名称の根拠となっている。 
但し、ドイツの著名なピアノ製作家 Siegfried Hansingの著書、The Pianoforte and Its 
Acoustic Properties. 1904.(ドイツ語原著、1888 年版の 1898 年改訂増補版を実の娘、Emmy 
Hansing-Perzinaが英訳したもの)には、 










20 Junghanns 前掲『アップライト及びグランドピアノの構成』、67~73、87~90 頁、参照。
fnは n次振動の振動数(Hz)、nは次数、lは弦長(m)、sは張力(N)、dは線密度(kg/m)。但し、
Junghannsは力の単位にkgを用いているので sはg･pと表される(gは重力加速度、pは張力)。















































































                                                                                                                                               




































































スタインウェイ & サンズの HP に長々と引用されているほどのピアノ技術者である
W.,B.,Whiteはこの問題について次のように述べている22。 























                                                  
22 W.,B.,White. Piano Tuning and Allied Arts. 5th. ed. Boston. 1950. /全国ピアノ技術者協
会訳『ピアノ調律と関連技術』音楽之友社、1954年、98頁、参照。原キャプションは Strings 































                                                  
23 Laible･畠訳『Fachkunde Klavierbau ― ピアノの構造とその関連技術 ―』47、75~85
頁、参照。 
24 H.,Diels･平田寛訳『古代技術』鹿島出版会、1970年、68~74頁、W.,Rybczynski･春日井
晶子訳『ねじとねじ回し ― この千年で最高の発明をめぐる物語』早川書房 2003年、Edgar 
Brinsmead,The History of the Pianoforte. pp.158,159,160,164,186、参照。“machine 







は John Isaac Hawkinsが、偶然それぞれ独立に、アップライトピアノの直系の先祖を発
明している。この内、Hawkinsは土木技術者が本業で、それだけに折りたたみ式鍵盤など












フレーム諸形式摸索の一環として 19 世紀前半までに試行され(Pape の例は著名)、その欠点
ゆえに捨て去られた技術であった(金属製のピンブロックに関する特許は一二に止まらない。










                                                                                                                                               
文京楽器製造㈱、1980年、84頁、参照。 
25 cf. Brinsmead,The History of the Pianoforte. pp.158~159, Dolge, Pianos and their 




図 1-1 メイスン＆ハムリン の“Screw-Stringer Tuning Device”  
       
J.,E.,Campbell, M.,H.,Mason, Piano Parts and Their Functions. 1981, p.41より。なお、Nadler, 
















                                                  
26 screw-stringing(それは演奏者が打鍵しながら調律可能な仕掛けでもあり、いかにも“テンション･レ
ゾネーター”[後述]を導入することになるメーカーらしいケレンであった)についてはDaniel Spillane, 
History of the American Pianoforte ; Its Technical Development, and the Trade. N.Y. 
1890, p.308(メイスン＆ハムリンへの言及はここだけ )、White, Theory and Practice of 












































                                                  





Kirbyなどは“Das wohltemperierte Klavier ”＝『平均律クラヴィア曲集』に謂うとこ
ろのクラヴィアは言葉のまま、鍵盤で良いのであって、鍵盤楽器の種別に拘泥する必要な

































































































































































そんな私に“心に音楽を持っている”横浜の調律師 Y氏は 1964年製 N.Y.スタインウェ




















































































































































































































































































































                                                  
30 PIERCE PIANO ATLAS. 11th. ed.(2003)より。台数はシリアル･ナンバーからの推定値で
ある。 
な お 、 PIERCE PIANO ATLAS. に 似 た 文 献 に 、 Jan Großbach, Atlas der 
Pianonummern.なるモノがあり、筆者の知る限り、2005年にその 10. Aufl.が現れている。
しかし、情報量は前者に比べて著しく劣っている。また、スタインウェイがハンブルクに























































1856年時点においても Broadwood and Sonsは世界最大のピアノメーカーであり続け
ており、製材工場から最終仕上工程に及ぶ生産体系には 500人ばかりの従業員が雇用され
ていた。1885年にロンドンで開催された International Invention Exhibitionのために発
行された同社のパンフレットに拠れば、1780年から 1885年までの製造累計は大形グラン
ド 22,093 台、小形グランド(1831~)17,875 台、スクエアや大小のアップライトの類が
















                                                  
32 cf. Carl Friedrich Weitzmann, A History of Pianoforte-Playing and 
Pianoforte-Literature.(translated from his Geschichte des Clavierspiels und der Clavierliterature. 2. 





















は 1031、1821年までに 1570に到達していた。平均年産台数は 70台程度になる34。 
1823 年よりナネッテ･シュトライヒャーのピアノ工房の経営に参画し、'33 年、母ナネ
ッテの死後これを引継いだ息子、J．B．シュトライヒャー(1796-1871)は 1834 年に 2,650




ついては 1811 年の William Bundy に与えられた特許が嚆矢かと想われるが
(cf.Brinsmead,The History of the Pianoforte. p.161)、この頃から低音弦として従来の黄銅弦に代
                                                  
33 cf. John Farey, A Treatise on the Steam Engine Historical, Practical and Descriptive. 
1827(reprinted in 1971), Vol.Ⅰ, p.7, Vol.Ⅱ(first published in 1971), p.236, Alfred Dolge, 
Pianos and Their Makers. p.120, Arthur Loesser, Men,Women and Pianos A Social 
History. N.Y. 1954, pp.172,227,235,341. 
34 PIERCE PIANO ATLAS. や、これを引き写したと思しき Atlas der Pianonummern.(10. 
Aufl.)ではシュトライヒャー(J.,A.,Streicher：1761~1833)に嫁したナネッテは 1805年に 790
台目の、1815年には 890台目の(この間、年平均 10台)、1825年には 1,306台目の(同、41.6
台)フォルテピアノを送り出したことになっている。しかし、Goodはこの数字を
“completely mistaken”として排している。典拠文献共々、cf. Good, Giraffs, 
Blackdragons, and Other Pianos. p.102. 
























                                                  
36 メタル･ブレーシングに関する最初の特許は 1799年、Joseph Smithに与えられた。1820
年には金属管を用いるそれについての特許が James ThomとWilliam Allenに与えられて
いる(cf.Brinsmead,The History of the Pianoforte. pp.157~158,162)。 
37 cf. Loesser, Men,Women and Pianos. pp.285, 512, C.,Ehrlich, The Piano. p.21. 1823年
12月におけるMoschelesの経験については Fanny Morris Smith, A Noble Art : Three 
Lectures on the Evolution and Construction of the Piano. N.Y. 1892(reprinted in 2009), 
p.101 にも取材記事のような格好で引用紹介されている。Loesser, p.285 には出典が明記
































こと Erhard にしても、上述の Shudi こと Tschudi、Steinway こと Steinweg にしても、
                                                  




スタインウェイの生産規模について簡単には Richard Kenneth Lieberman. Steinway 
& Sons. 鈴木依子訳『スタインウェイ物語』法政大学出版局 1998年、38頁、参照。 
39 cf. Good, ibid., pp.236~241. 
40  cf.The History of the Pianoforte. pp.48,139. Edger はアップライト中心の John 






Papeはベヒシュタイン(Carl Bechstein：1826-1908)や Frederick Mathushek(1814-1891)の
ような大物の弟子達を育てたが、この人の本領は何と言っても発明に在った。その生涯取















ろうが、その歴史的端緒は 16世紀、アントワープのクラヴィコード、チェンバロ作者 Hans 




















































                                                  
41 響板材としてニスを塗った、あるいは含油させた子牛皮紙、羊皮紙、ボール紙を使用する
アイデアに関する特許は 1797 年、William Rolfe と Samuel Davis に与えられている
(cf.Brinsmead,The History of the Pianoforte. p.157)。交差配弦のアイデアは Papeの他、多くの
考案家によって提起されており、最初の特許は 1811年、アップライトの“diagonal strings”
に関して Robert Wornumに与えられているらしい(cf. ibid. pp.161,165,166,176,179)。多面ハ
ン マ ー ヘ ッ ド に つ い て は cf. ibid. p.175. Pape の 業 績 に つ い て は 更 に 、









1871 年に Dolge はフェルト製造会社を興した。彼は水力が豊富に利用でき、森林資源




図 2-1  Alfred Dolge Felt Companyの広告 
                                                                                                                                               
pp.84~85,98,108,120~123,234,259, Nalder, The Modern Piano. p.22(n.6), Loesser, Men, 
Women and Pianos. pp.339,399~401,407∼409. 皮革製ハンマー･ヘッドの材質、製造法に
ついては Hildebrandt･土田修代訳『ピアノ物語』音楽之友社 1997年、57頁、ピアノの創
始者、クリストフォリのピアノ･フォルテおよびそのハンマー、アクション等については
Nalder, The Modern Piano. pp.101~103, 129~130, Bielefeldt.THE WONDER of the 
PIANO p.7, 渡邊前掲『チェンバロ･フォルテピアノ』第６章、特に 271~291頁、吉川 茂
『ピアノの音色はタッチで変わるか』13 頁の写真、14 頁の同解説、同「チェンバロから




ヘンデル(Georg Friedrich Händel：1685-1759)が愛した Hans Ruckers(c.1540-c1598)のチェ
ンバロについては cf. E.,Brinsmead, The History of the Pianoforte. pp.99~103。ブロード
ウッドの件については cf. William Braid White, Theory and Practice of Pianoforte 





Dolge, Men Who Have Made Piano History リプリント版のカバーより。  
 
彼の著書の改題リプリント版カバーに印刷された、状況的に見て 1878 年に印刷された













従業員は 600 人で平均賃金は$1.51/day とあり、当時としてはかなりの高給であったら
しい。彼は技術的先進性に秀でていただけでなく、従業員向けに住居の提供を行ったり、
N.Y.のピアノ労働者争議に心を痛め、一種の利益分配制度を導入するなど経営者としても



















指定されており(The Dolgeville Mill：現在は HPがある)、また彼が建てた工場の一つにおいて
は 1980年の時点においても響板が製造され続けていた、とある42。 
   
                                                  
42 cf. Dolge, Pianos and their Makers. p.84, ditto. Men Who Have Made Piano History, 
Loesser, Men, Women and Pianos. pp.523~525.  
なお、カリフォルニア時代における Dolge の事業広告が２点、Hansing の著書英訳版
(1904年)の p.95と巻末に掲げられている。 
・Dolge-Posey Co. Manufacturers of Piano Sound Boards made of sun dried 
SIERRA SPRUCE Factories：533 Mateo Street Los Angeies  California U.S.A. 
・Alfred Dolge M’F’G Co.  Manufacturers of Piano Felts for all purposes.  Piano 
Hammers.  Dolgeville Los Angeles County California U.S.A. 
 63 
４．A. Dolgeのハンマー･フェルト事業 
A.,Dolge がフェルト事業を興したは 1871 年である。その背景にはフェルトハンマー造
りに奉げられた多くの先人達の功績があった。 









ドイツ人で、母国、オーストリアで修行後、パリの Pape のもとに参じ、1849 年、N.Y.
に渡った。当初、J.,B.,Dunham なる人物に雇われ、1850 年には“sweep scale”と称す
る独特の交差配弦方式のスクエアピアノを設計するなどした43。 











1871年、彼は N.Y.に Mathushek & Sonを設立した。しかし、この事業は後に Jacob 
Brothersに吸収されてしまった。 
1850年、アメリカで“hammer-covering machine”を開発したもう一人の技術者は N.Y.
の Rudolf Kreterであり、その作品には鋳鉄製フレームが用いられていた。 





                                                  




























                                                  
44 同ホールでは工作機械や新聞輪転機など、諸機械の運転が行われ、その動力は直径 10ｍ、
重さ 56トンという弾み車を持つ２気筒 1400hpコーリス蒸気機関から供給された。 “弁
慶号”風の蒸気機関車数両、ドイツ･ガス機関製作所製オットー‐ランゲン型自由ピストン
ガス機関６台、クルップ製カノン砲(台車込み 81トン！)等の姿も見える。cf. Linda P.,Gross 
and Therasa R.,Snyder, Philadelphia’s 1876 Centennial Exhibition. 2005. 
45 諸家が何処に典拠を求めているのかは知らぬが、様々な楽器やオーケストラにおけるピッ
チの変遷については A.,J., Ellisによるヘルムホルツの英訳書、On the Sensations of Tone 
as a Physiological Basis for the Theory of Music.に附された Additions by the Translator. 
Section H. The History of Musical Pitch in Europe.の Table I. TabelⅡ.が恐らく最も体系
的な資料であろう(ピッチ順と国別年代順とに分かれ、時代的には 1640年代から 1880年まで、空間的
にはアメリカをも含み、p.495から p.511まで、総計 17頁にも及ぶ)。 






Morris Smithは Henry Zieglerの協力の下で執筆された件の著書、A Noble Art : Three 
Lectures on the Evolution and Construction of the Piano.(1892) p.122において、“The 




べているのも同じ謂いであろう(Theory and Practice of Pianiforte Building,.[1906] p.84)。 
























                                                  






図 2-2  Dolgeの 1887年型“hammer-covering machine” 
 
Spillane, History of the American Pianoforte. next to p.320. 年代特定には cf. Dolge, Pianos and 













更に 1910 年、Dolge は彼の会社のマスター･メカニック MartinGardner の協力を得、
原理は同一ながら従来のネジに替え、蒸気や水圧より制御性に優る圧縮空気作動式の
“hammer-covering machine”を開発した。同機はフェルトの加圧度を自在に変化させら











図 2-3 現在のハンマー：ハンマーウッドにウェッジエンドまで鋸目を入れた状態 








                                                  
47  Dolge, Pianos and Their Makers, pp.84,.97~106,123,305,321∼325, Loesser, Men, 
Women and Pianos. pp.523∼524, Fostle, Steinway Saga. pp.54~55. “double coat”ハン

























かんの方が遥かに重要である、という至極真っ当な理論であった(cf. Hansing, The Pianoforte 
and Its Acoustic Properties. ch.Ⅸ. Sound-board of the pianoforte. pp.96~114, esp.97~98)。 
この理論とピアノ技術論との関係を考えてみるに当り、問題の本質を納得するため、先





ヘルムホルツは 1856 年から’67 年にかけて生理光学に関する大著を著す一方、1862 年
には Dher Lehre von den Tonempfindungen, als physiologische Glundlage für die 





                                                  
48 1877年のドイツ語第４版を底本とする Alexander J., Ellisによる英訳第２版、On the 
Sensations of Tone as a Physiological Basis for the Theory of Music.が 1885年に出版さ
れている。この英語版は 1954年に Doverからリプリントされており、現在でも容易に入


































































Fostle, Steinway Saga. pp.288~289,530)。 
電話という言葉が登場した序でに、その発展とスタインウェイとの接点についても補足
しておく。最終的にアメリカの市民権を得るスコットランド人、ベル(Alexander Graham 
Bell：1847~1922)が電話機の試作に成功したのは 1876 年 4 月であった。この年、彼は電話
の特許を取得し、電話は急速に普及して行った(D.,Abbott ed.･坂本賢三監訳『世界科学者事典 6 
技術者･発明家』原書房、1987年、参照)。 
同じ頃、電信機の発明者、Elisha Grey(1835~1901)は“Musical Telephone”を開発した。




るベル自身の姿もあった(cf. Theodore E.,Steinway [4代目社長、1883-1957].People and Pianos A 
Pictorial History of Steinway & Sons. 1953[1961,2005]. p.21, Fostle, Steinway Saga. pp.182~184 )。 
なお、Liebermanがこの実験をベルによる実験であるかのように述べているのは誤解で
ある。『スタインウェイ物語』62、65頁、参照。 











































そして最後に、楽器造りに直接役立つ響板振動実験は Pape の弟子であり Dolgeの師匠
でもあった Mathushek らによる体系的な取組みによって新境地を拓かれることになる。
では、““響板は音色ト ー ンを生まない、弦振動により入力されたエネルギーを 音サウンド＝パルスとし
て増幅発信するだけである”という Hansing、Dolgeらの考え方はどのような実験結果を
通じていかなる実践的結論へと結びついたのであろうか？ 
Dolge は Pape とは異なり、ピアノの発声能力向上という本質的課題に集中して取り組










































































Dolge はフェルト事業創設 3 年後の 1874 年、響板材
．
供給事業に進出した。響板材供給
                                                  
50 過剰補償については Neville H.,Fletcher, Thomas D.,Rossing.The Physics of Musical 
Instruments./岸憲史･久保田秀美･吉川茂訳『楽器の物理学』シュプリンガー･フェアラー
ク東京、2002年、373頁、参照。 
なお、Goodは Johann Christoph Zumpe(独→英：1726~1790)のフォルテ(スクエア)ピアノ
には木理直交の２~３層から成る総厚さ 2~3mm の合板が用いられており、その鋸挽きに
は尋常ならざる注意が必要であったが、後年、この合板響板は放棄されたと述べている。
cf. Giraffes, p.67.  
また、厚さの異なる２枚のスプルース板を木理直交に貼り合わせる響板製造法はウーリ
ツァーCo.によっても開発され、音質がヨリ柔らかなものに改善された他、強度アップ、ク
ラック防止に貢献した、と伝えられているが、その詳細については不明である(cf. Dolge, Men 





























                                                  
51 挽き割りによる製材法ついてはDolge自身による記述以外に、Junghanns･郡司訳前掲『ア







されるべきだとしている(前掲『ヴァイオリン製作 今と昔』訳書 第１部 15 頁)。しかし、表面は
鉋等で切削されるのであるから、内部欠陥の発見云々については説得力に乏しい。 
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創業の 1876年、Dolge工場の生産量は 260枚に過ぎなかったが、生産は’78年に 9千枚
以上、パリ万博に響板部門から出品し絶賛を浴びた’79年には 37,690枚、’80年には 41,585












                                                  




































                                                  
53  Stencil Piano 全般については cf. Dolge, Pianos and Their Makers, pp.119~120, 
169,179~183,200, Men Who Had Made Piano History. pp.23~28, Loesser, Men, Women 
and Pianos. pp.525~531,  























































者たちの群れに埋もれた彼は再び頂点を窮めることもないまま 1883年 10月に病没した。 
彼の“Stencil Piano”ビジネスに対する業界内部からの反対の急先鋒はWilliam L. Bush
であった。Bushは“Pure Food and Drug Act”に倣い、ピアノの目立つ、然るべき箇所
に製造者のエンブレムを貼付させる法案を連邦議会に提出させることに成功した。“Pure 











                                                  
54 Fostle, Steinway Saga. pp.215~216. 

















ウェーバー(廃止)などはこの意味における“much-abused and scandalized stencil”(Dolge)
の代表格である。その主たる“実行犯”である Young Chang(韓)に至っては Sauter(独)や















今日、彼らのファミリー･ビジネスの末裔、ないしヌケガラに当たる Steinway Musical 
Instruments はボストンとエセックスをスタインウェイ&サンズと共に“Family of 
                                                                                                                                               
派遣し、パソコンソフトのオペレーションを学ばせた上、コトに当らせた、と暴露してい
る(cf. Steinway Saga. p.527)。 
56 cf. Fostle, Steinway Saga. pp.26~28,30~32. 
57 Fostle, Steinway Saga. pp.209~222,241,244~248.  
 80 
Steinway-Designed Pianos”などと称して販売している(LYRA, 2/06, p.5)。その内これを
OEMなどと言って平然と構えられる時が来るとすれば、「ピアノ業界も本当に末期症状」
と嘆くに若くはないであろう58。 






















































































                                                  
59 前掲『バッハ 演奏法と解釈』第１章及び 82、104、123、126~127頁、参照。 
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図 3-1  初期の“ピアノラ”(キャビネット型、65鍵)の広告 
                                                  














にも達した。cf.Bowers, Put Another Nickel In. pp.171~181. 
 84 
 
Arthur W.,J.,G., Ord-Hume, Clockwork Musicb. 1973. p.271より。 
 





1888 年に Automatic Music Paper Company の特許と株式が売りに出されると
Tremaine はこれを獲得して Aeolian Organ & Music Company を設立、1892 年には









う立場を選んだ人物である。彼は 1866 年、若い技術者の修練場をなした Estey Organ 
 85 
Company に飛び込んで楽器技術者となった。メイスン＆ハムリンのライトなる技術者(恐
らく、Adin Marshall Wright)も一時、ここに在籍していたという。 
1883 年、C.,J.,Whitney と E.,S.,Votey は Detroit Organ Company を買収、Whitney 
Organ Companyを設立した。W.,R.,Farrandもこれに参画した。 




N.Y.の Frenk Rooseveltのオルガン特許満了と共に Voteyはこれを利用した製品開発に
成功した。かくて、1893 年、シカゴで開催された博覧会において Farrand & Votey 
Companyの製品は高い評価を獲得する。 
1897年１月、Voteyはペダル操作･空気圧作動のキャビネット(外装)式自動ピアノ演奏装
置“ピアノラ”の特許を申請、1900 年５月に許可された。1914 年の時点で 42 社もの
Player-Pianoメーカーが犇めき合っていたが、この“ピアノラ”はそれ以後登場したほと
んど全ての自動ピアノの根幹をなす技術となった。 
“ピアノラ”を開発した 1897 年、Votey はその将来性を確信し、Farrand & Votey 
Company の Player-Piano ならびにパイプオルガン部門を買い取り、Votey Organ 
Company を設立、そして更に、自らこの会社と“ピアノラ”を引提げ、エオリアンに身
を投じた。このため、最初の“ピアノラ”1,000台はこの子会社によって製造されている。 
元の会社は Farrand Companyと改称し、“Cecilian”や独自に開発された Player-Piano、
Player-Piano用アクションの製造を続けた。 










図 3-2  ウェーバー･“ピアノラ”ピアノによるコンチェルト(1912年) 




       
ロンドン･シンフォニー･オーケストラ、指揮者 Arthur Nikisch、オペレータ Easthope Martin、演奏
曲目は E.,H.,Grieg(ノルウェー：1843~1907)のコンチェルトとリストのハンガリー幻想曲。クイーンズ･ホ
ールにて。The Connoisseur, April 1912, cited from Arthur W.,J.,G., Ord-Hume, Clockwork Music, 
p.277.  C.,Ehelich, The Piano. の挿入 Platesの中にも同じ図版が載録されている。 
 
ウェーバー(Albert Weber：1828～1879)はドイツ、バイエルンに生まれ、1844年、16歳で








た。John Isaac Hawkins や William Knabe は初期の移民であるが、このウェーバーや
Frederick Mathushek、Ernst Gabler、George Steck、John and Charles Fischer、Henry 
Behning、Bernhard Shoninger、Hugo Shomer、Simon Krakauerらは海路の利便性が
向上した時期にアメリカに渡ったドイツ人ピアノメーカーである。 














ナンバー２が育たず、1879 年 6 月に彼が没すると、製品は 1876 年、アメリカ建国 100
周年記念博覧会開催当時、スタインウェイに張り合おうと盛んに術策を弄していた頃の勢









ステック(George Steck & Co.)は 1857年、丈夫でよく鳴るピアノの製造を志した George 
Steckによって創業された。その志に違わずステックの製品は“school piano”として教育
                                                  
62 cf. Dolge, Pianos and Their Makers pp. 132∼162, 205~209,282~286,296~299,299~313, 
318~319, 325~326,327~333,364,371~372. Men Who Have Made Piano History. 
pp.6~9,149, Loesser, Men, Women and Pianos, pp.481,493~494,570,571,572,582. スタ
インウェイファミリーの渡航については cf.Fostle, Steinway Saga. pp.9~10,12. 
Goldenberg, Steinway  from Glory to Controversy. p.18, Dorothee Schneider, Trade 
Unions and Community The German Working Class in New York City, 1870-1900. Urbana and 
Chicago 1994, pp.1~7, 大西洋航路等に関する時代背景については D.,R.,Hendrick･原田
勝正/多田博一/老川慶喜訳『帝国の手先 ヨーロッパ膨張と技術』日本経済評論社、1989
年、154頁、参照。 
63 cf. Fostle, Steinway Saga. p.432. この物々しさは 1872年、ロシアの Anton Rubinstein
による全米 215のコンサート･ツアーにおけるスタインウェイ･ピアノ６台編隊を髣髴させ
る。cf. Katie Hafner, A Romance on Three Legs Glenn Gould’s Obsessive Quest for the 




ホィーロック(William E.,Wheelock)は 1873年、Billings & Wheelockの設立に係わり、ピ
アノ業界入りした。1877年に独立しWilliam Wheelock & Co.を設立、上級品の製造を志

















に拠れば彼は 1858 年に事業を息子に譲って引退し、1865 年に亡くなっている(cf. Pianos 
and their Makers. pp.260~261)。従って、88鍵ピアノの開発が彼に帰属するとすれば、おお
よその年代は 19世紀中葉ということになろう。 































































揮させようとするものまで現れた。F. Engelhardt & Sons の“Peerless Orchestrion”






Player-Piano開発の主流は内装型の Reproducing Player-Pianoと定まった65。 
                                                  
65 もっとも、Wright の Orchestrelle Company of London は後年、Aeolian Company of 
London となっているが、“Orchestrelle”各種やその廉価版モデル群も 20 世紀初頭まで
は作り続けられていたようである。G.,プッチーニは“Orchestrelle”の音楽入門用機器と
しての価値を認める献辞を呈している。cf. Arthur W.,J.,G., Ord-Hume, Clockwork 
Musicb An Illustrated History of Mechanical Instruments from the Musical Box to the 
Pianola from Automaton Lady Virginal Players to Orchestrion. Crown Publishers Inc. 
N.Y. 1973, pp.236~252.この書物は各時代の標題に関する書籍の記述、新聞記事、メーカ
ーカタログ類を集大成し、リプリントした得難い史料である。 
































19 世紀前半の Player-Piano も音が出る、という点では充分実用的であった。しかし、
 92 
良家の婦女子はピアノを嗜たしなむべきであるという規範が強固であったため、その普及と発展
は阻まれた。20 世紀初頭、この社会通念の形骸化と共に Player-Piano はブームを巻き起
こした。 






1920 年であった。こういった“music box” の普及によってクラシック音楽ファンが増
大し始め、かつ、ピアノ総販売台数中に占めるグランドピアノの割合が 1909年の 2.4%か
ら 1927 年の 21.4%へと増大して行く真只中で、一般家庭におけるピアノおよびピアノ演
奏に対する需要と熱意は低下し始め、高価な Player-Pianoや Reproducing Player-Piano
への需要も急落して行った。 
蓄音機やラジオが数百ドルで買え、そのコストパフォーマンスは年を追って向上して行









                                                  
66 三輪清治『アメリカの自動車』(日経新書、1968年)67頁、参照。三輪の挙げる数字は Nevins
と Hillによる最も浩瀚な社史文献３冊の内、最初の時代を扱った Allan Nevince, FORD 
The Times, the Man, the Company. (N.Y. 1954) pp.646~647のまとまったデータや次の時代を









67 自動ピアノの歴史全般については cf. Dolge, Pianos and Their Makers, pp.131~162, Men 
Who Had Made Piano History. pp.8,67, Loesser,Men, Women and 




図 3-４  内装型“ピアノラ”、“デュオ･アート”ピアノ最終処分セールの広告(1930年) 
   
Arthur W.,J.,G., Ord-Hume, ibid., p.278より。 
 







動きが早い時期から活発化していた。American Piano and Organ Company設立を目指











実は、上に見たエオリアン Co.の企業行動には、かかる連合ないし Piano Trustへの画
策を最終的に具体化させたモノという歴史的評価が相当する。 
一方、エオリアンと並ぶアメリカピアノ業界における第２のトラスト、アメリカン･ピア
ノ Co.は 1908 年に形成されている。主要構成会社はクナーベ、チッカリングであり、以





チッカリング&サンズはボストンにやって来た 20 歳の家具職人、チッカリング(Jonas 
Chickering：1790~1853)によって興されたアメリカピアノ業界最古のメジャーブランドであ
る。彼はパートナーと組んで 1823 年に一旦、創業したが、３年後に独立し、一体鉄骨フ

















                                                  
68 当然ながら、チッカリングの工場、その分業体系、とりわけ熟練労働者の不足というアメ
リカ固有の状況下において推進された工程の細分化や当時としては進んだ自動化、機械化
の有様は“American System of Manufacturing”の典型として旧世界の耳目を集めた。
イギリス工業技術界の大物、ウィットワース(Joseph Whitworth)らによるその紹介について




























ー･アクション付きピアノの新製を 1909 年に全面的に停止している。cf. W., Pfeiffer,  
transleted by J., Engelhardt, The Piano Hammer. Frankfurt, 1978, p.30. 
  なお、Ehrlichは 1873年ウィーン博出展のベーゼンは交差配弦であったとだけ述べてい
る。彼に拠ればプレイエルのそれは 1870年、ブロードウッドは 1897年、エラールは 1901
年であった(cf. The Piano. pp.64, 117[118], 146, 113)。 
70 cf. Hafner, A Romance on Three Legs. pp.4, 28~29, 95, 96~97, 98, 99, 126, 127, 
130~133, 144, 146, 186, 226. グールドは自宅練習用にもう１台、スタインウェイ B.を所
有していた。彼がレコーディング用に見出した究極のピアノはスタインウェイ





クナーベ(William Knabe & Company)の創業者ウィリアム(1803~1864)は 1833年、ドイツか
らアメリカに渡り、ボルチモアで Henry Hartje なる発明好きの人物に雇われた。この人
物は恐らくオルガンかピアノの職人であったと想われる。 















ルガンメーカーで 1890 年に新興のコノヴァー(Conover Brothers)を買収してから勢いをつ
けた同じくシカゴのケーブル(Cable Co.)、1856 年創業、当初、ウーリツァー(Rudolph 
                                                                                                                                               
ン･アクションについては cf. Good, Giraffes, pp.222~223. 
グールドの主観的解釈とこのピアノを用いてなされた個性的演奏について
Badura-Skodaは E., バッハの書物からの引用(イタリック箇所：C.,P., Emanuel Bach･東川清一










































して遂に 1928年から大恐慌の 1929年にかけて、アメリカン･ピアノ Co.は巨額の欠損を
計上した。 
1930年、American Piano Co.は American Piano Corporationに改組され、メイスン＆
                                                  
71 “AMPICO”を組込んだメイスン＆ハムリン、C型グランドについては cf. Good, Giraffes, 





































PIANO Servicing, Tuning, and Rebuilding For the Professional, the Student, and the 
Hobbyist.1st. ed. 1976(2nd. ed. 1993).の著者、Arthur A.,Reblitzは著名な自動ピアノ･リビ
ルダーでもあり、その著書、Player Piano Servicing and Rebuilding: A Treatise on How 
Player Pianos Function, and How to Get Them Back into Top Playing Condition If 
They Don't Work. 1985は代表的な自動ピアノリビルド書となっている。 
なお、本章の内容全体に係わる参考文献として、Dolge,Pianos and Their Makers, 
pp.51,62,183,282~286, 335~336,339~345,354~355,436, Men Who Had Made Piano 
 99 
                                                                                                                                               
History.  pp.40,42,109~111, Loesser, Men, Women and Pianos. pp.464,492, 495~496, 






































































創業以後、1890 年までにおけるブリュートナーの累計製造台数は約 35,000 台に達し、
その内、約 20,000台はグランドによって占められた。残る 15,000台のほとんどはアップ
ライトで、スクエアピアノは僅か 500 台ほどしか作られていない。1890 年の製造実績は




                                                  
73 製造台数、従業員数については cf. C.,F., Weitzmann, A History of Pianoforte-Playing 




















Weitzmann に拠れば、上述の通り 1890 年までに製造された同社製グランド約 20,000 台
の内、“アリコート(Aliquot)システム”を搭載した個体は 7,500台弱であった(a.a.o)。 
但し、“アリコート(Aliquot)システム”について例えば Loesserが、 
高音部の３オクターブに対する打撃されない――長さ半分の――第４弦(Men, Women and 
Pianos. p.588)、 
と述べ、Junghannsが、 








音部の上から 17 ユニゾンないし１オクターブ 12ユニゾンを除く高音部～次高音部 24ユ
ニゾンの発音弦長の真中に Brass Post を有する補助的なブリッジを設け、ここから
“trichords”に対して 1/2の発音弦長を有する第４弦が張られ、1オクターブ上に調律され
                                                  




































                                                  
































… 基音マ マ は常に打たれるのに対しアリコット弦は全く打たれないので、この差のため調律回
数を増さねばならない」と述べている77。 
                                                  




































ブリュートナーの現 ･オーナー、 Ingbert Blüthner - Haessler の筆になる
PIANOFORTEBAU Elementar und umfassend dargestellt von einem Klevierbauer. 

























スであった。この創業者は1872年、Heinrich Gretschelとの共著という形でLehrbuch dea 




るのが次の図 4-1、図 4-2である。 
 




Blüthner und Gretschel, Lehrbuch der 
Pianofortebaues. Fig.70. 
 ditto. Fig.72. Waltrr Pfeiffer, The Piano Hammer. (trans. 




                                                  
79 同書は 1992年にドイツでリプリントされた。フルタイトルは優にこの３倍ほどもある。 
 107 
の亜種で、Brinsmead辺りにも使用されていた非常にシンプルなメカである80。 
因みに 1872 年当時はスタインウェイでも Erard-Herz 流のアクション機構を援用しな
がら、キャプスタンがウィッペンのヒールを突く機構ではなく、鍵盤上に高さ調節用の key 
rocker をセットし、そこから lifter ないし Stößer と呼ばれる短いプロロングを介して両
者を連結するやや腰高の構えを採っていた(図 4-3)。 
 
図 4-3  取外し部品、アクションモデルに見るスタインウェイ･アクション部品の進化 
 
 



















                                                  




ノ調律･整調･修理の実技』62∼65頁、Blüthner und Gretschel, Lehrbuch des 
Pianofortebaues. SS.162~163, Fig.73, Dolge, Pianos and their Makers. p.89、 参照。 












若干の覚書のみを付け加えておく(Julius Blüthner, Heinrich Gretschel, Lehrbuch des 














Blüthner-Haessler, Pianofortebau. S.12.【 】内筆者補)。 


















団指揮者、更にはベルリンフィルの初代常任指揮者をも務めることとなる Hans Von 










た署名入りの公式通知書まで ―― 好きなだけ刷るように、とのご託宣付きで ―― 用意した。 
Bülow はベヒシュタインに宛てた私信の中でベヒシュタインピアノの欠陥について指
摘し、これを“an old weakness with your pianos as with those of your poor imitator 
[schlechten Nachahmer]Blüthner”などと表現し、ブリュートナーを蔑視しつつ、これに対













ンド 1,100台、アップライト 1,500台の 2,600台で、常時、500~550名の従業員が雇用さ
 110 
れていた83。 
音楽批評家 Bieは 19世紀末、スタインウェイを“regarded as the best”としながら、
技術オンチらしく模倣者ベヒシュタインとスタインウェイとを“the two rivals for laurel 
at the end of the century”と並列し、自社鋳造工場を保有する前者の(スタインウェイと似た)
生産体系について紹介し、その製品の販路の一般はイギリスならびに同植民地にあり、他
半はドイツ、オーストリア、ロシア、イタリア、スペイン、南米にあると紹介している。 














                                                  
83 この台数、雇用者数については cf. C.,F., Weitzmann, A History of Pianoforte-Playing and 
Pianoforte-Literature. p.276. 
84 Bülowは音楽通の間では、何よりも、妻である F．リストの娘、Cojimaを R.,ワーグナー
に寝取られた男として、また副次的には 1875年、チッカリングに招かれ、マンハッタン、
チッカリング･ホールの杮こけら落しを皮切りに、余り盛況を呈したとは言えないアメリカ演奏
ツアーを行ったピアニストとしても記憶されている。 cf.Fostle, Steinway Saga. 
pp.121~122,123, 181~182.  
ベヒシュタインの生産体系、業態については cf.Oscar Bie, A History of the 
PIANOFORTE and PIANOFORTE PLAYERS.(translated and revised from his Das Klavier 






 引用は属さっか 啓成『グラフィック ピアノの歴史』160頁、より。 
 111 
ョンが 20 世紀初頭まで採用されていたらしい。このため、当時のベヒシュタインやブリ


















して、やがて取上げられるヘンリーJr.(Henry Steinway Jr.)によって 1859年に特許取得され
たスタインウェイコンサートグランドの鉄骨に用いられて以来、1776年の“Centennial”









図 4-5  往時のベヒシュタインにおける
“井桁状”支柱配置 
                                                  























































PIERCE PIANO ATLAS 11th. ed.(2003)によれば、1987年、ボールドウィンからベヒシ
ュタインを買収した Karl Schulze の許で 1992 年、C. Bechstein、Zimmerman、W. 
Hoffmanから成る Bechstein Groupが形成された。 
しかし、2002年 12月、Samick Musical Instruments Co.Ltd.(韓)はベヒシュタインの
公開株式の 60%を取得し、これを支配下に置いた。その後、双方の増資の結果として
Samick が所有するベヒシュタイン株式比率は 38.8%まで下がったとの消息が伝えられて
いるが、この韓国企業は自国の Young Chang やドイツのザイラー(Seiler)、アメリカのク




                                                                                                                                               
史』音楽之社友、1965年、35~36頁、参照。 
87 Neo-Bechsteinについては Junghanns前掲『アップライト及びグランドピアノの構成』
44、55頁の他、『楽器の事典 ピアノ』59頁、『改訂 楽器の事典 ピアノ』58、64頁、属
前掲『グラフィック ピアノの歴史』160頁、戸塚前掲『ベヒシュタイン物語』71~72頁、






優越性について、古くはドイツの著名なピアノ製作家 Siegfried Hansing がその著書の







に対抗するに十分な力を実現せしめている(Hansing, ibid. p.118. Nalder, The Modern 
Piano. p.50にも引用されている。【】内引用者)。 
そんなアメリカでも、普及品メーカーや高級品メーカーが鋳造業者に鉄骨を発注する際、














バッファローのオルガン工場、George A. Prince & Companyに勤め、リードオルガン
の“voicing”法を発見したハムリン(Emmons Hamlin)は 1854 年、メイスン(Henry Mason)
とパートナーシップを結び、“organ harmonium”の製造を、続いて“American Cabinet 
















マスターとして活躍し、Joseph Joahim、Richard Wagner、Franz Liszt、Hans von Bülow、




































1900 年から 1905 年にかけてリヒャルト･ヴィルヘルム･ゲルツはテンション･レゾネー
ターに係わる数種の特許を取得、1904 年には Pape によって先鞭がつけられ、“ある盲目





図 4-6  スタインウェイの“デュープレックス･スケール”  
 









                                                  
89 『ニューグローヴ世界音楽大事典』の「スタインウェイ」の項のようにスタインウェイ









リコート･バー”と呼んでいる(cf. Arthur A.,Reblitz. PIANO Servicing, Tuning, and Rebuilding. 



















られた通りであるが、工場は 1982年７月に一旦、閉鎖され、ブランドは Falcon Piano Co.
へと売却された。ところが、この会社も 1989 年にグリア(F.,Bernard Greer)に買収された。
グリアは商号をMason & Hamlin Piano Co.に改め、1991年から’93年にかけて少数のア
ップライトピアノを製造した。1996年、Music Systems Research(自動演奏装置“Piano Disc”
を作る会社)のオーナー、Kirk and Gray Burgett(兄弟)はこのMason & Hamlin Piano Co.
を買収、再建計画を打ち出した。これが現在のメイスン＆ハムリンである90。 
                                                  
90 cf. Dolge, Pianos and their Makers. pp.109~110,128,315, Men Who Have Made Piano 

























イバッハ(Rud. IBACH SOHN)の HP には 1913年モデルとして“doppelkreuzsaitig”を
謳った小形グランド、Modell O.の当時のカタログから採られた外観銅版画が掲げられてい
る。もっとも、日楽による模作品を含め、詳しい諸元は不明である。ブリュートナーのグ
                                                                                                                                               








構は 1909年にも Frank B.,Longによって特許取得され、彼はこれを“Melodigrand”響
板と呼んだ。但し、これはグランドではなくアップライトの機構であった(cf. Men Who Have 
Made Piano History. pp.128∼129)。なお、響板を太鼓の皮のように周囲から引張ってその振動
特性を改善するという主張の特許まで世の中には存在している(C.,Cadby, 1850. cf. 
Brinsmead, The History of the Pianoforte. p.168)。 


















技あればこそ、技人ありてこそ』(創英社 2000 年)、53 頁に引用の旧い肖像写真には「ピア
ノ監督技師 ヱールシユレーゲル氏」(原文右からの２段書き)とあり、姓名間の「･」は無い。 
また、同時代資料たる日楽『ピアノの保存法と調律 附 国産品としての山葉ピアノ』(1928












                                                  


































を持つ CFⅢを 1983年、世に送り、更に 1991年にはこれを踏襲しつつ、再び丸いホール
群と曲線的なバー･エンド･デザインに回帰した鉄骨を顔とする CFⅢSを開発した。 
因みに、ヤマハの HPを見る限り、CFⅡ(?)は CFと同格の独立機種として扱われていな
いが、複数のホールの HP における備器リストには CFⅡの名が掲げられており、リヒテ
ルがこの二叉鉄骨を持つ CFⅡを弾く写真は至る所に引用されている。また CF の製品ラ
イフサイクル末期においてはこの CFⅡと CFⅢとが併売されていた。1991 年を転機とし






96 『社史』221~222頁、ヤマハ㈱『ヤマハ 100年史』1987年、44頁。 
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PIERCE PIANO ATLAS. 11th. ed.[2003]によってカバーされる時代を通じてファツィ









れたチャレン(Challen Co.：英)の 11ft. 8in.(355.6cm)といったゲテモノ97 やある種の古楽器
                                                  



































                                                                                                                                               
に達した。Goodはこのピアノが１台だけ造られたものなのか否か、自分は知らぬと延べ
ている(Giraffes, p.296n)。なお、彼は現代のアップライトピアノとして高さ 12ft.、座面高さ
7ft.、低音弦長さ 10ft.、響板面積４平方ヤードばかりという David Brown Model 370に
ついて紹介しているが、これなどチャレンと好一対の化物であろう(ditto. p.306)。 









点では日本に 1 台しか入っていなかった F308.他、数台のファツィオリを試弾させて貰え
た神戸市東灘区のイハラ楽器、庵原豊治社長のご好意に甘えさせて頂くことにした。試弾










                                                                                                                                               
ねられていらっしゃる、そして私たちもお世話になった調律師 Y氏によれば、このピアニ
ストは“pp”の早い連打の極限を追及するため、アクション機構をチルトさせ、打弦距離




ゲルツの第４ペダルについては A.,Dolge, Men Who Have Made Piano History. p.141、
“ピアニシモ”ペダルについては A.,Loesser, Men, Women and Pianos. p.173, 属 啓成









面から批判している。cf. Giraffes, pp.305~306. 































































































として生計を立てていたが、1866 年にシンシナチの Decker Brothers にピアノの販売エ
ージェントとして雇われた。そこで能力を認められた彼は 1873 年、共同経営者に抜擢さ
れ、商号まで D. H. Baldwin & Companyに改められた。 
商売は順調に発展したらしく、1889年にHamilton Organ Companyを子会社化した外、
Baldwin Piano Company、Valley Gem Piano Company、Ellington Piano Companyを
設立ないし子会社化した。 
その後、Hamilton Piano Companyが設立され、また D. H. Baldwin & Companyは法
人化されて The Baldwin Company となった。 















PIERCE PIANO ATLAS. 11th. ed.(2003)によれば、ボールドウィンは 1963年、株式取
得によってベヒシュタインの支配権を握り、1974年、これを完全に子会社化した。ボール
ドウィンが傘下に置いたベヒシュタインからスケーリングを学んで開発した SD‐10 は
1965 年にリリースされた。その後、1987 年、ボールドウィンの会長、R.,Harrison によ










体系の構築を目指した。しかし、2001年 6月、その途半ばにして Baldwin Piano & Organ 
Co.は倒産に至る。同年暮れ、Gibson Guitarsは倒産会社の資産を買取り、一貫ピアノメ
ーカーとしてのボールドウィンを再発足させた。これが現在のボールドウィンであり、そ
の境涯には The Selmer Co.に救済されたスタインウェイのそれに通ずるものがある。 
ボールドウィンはまた“Acu-Just Hitch Pin”、や“Synchro Tone II”などの新機軸で
も知られている新し好きのメーカーでもある。 












                                                  
101 cf. Susan Goldenberg. Steinway  fron Glory to Controversy. p.147. 
102 cf. A.,A.,Reblitz. PIANO Servicing, Tuning, and Rebuilding. pp.25,112~113, Nalder, 













ボールドウィンは HP の中のジョークめかした Dare to Compare Baldwin to Our 
Competitors なるページにおいて、その音を“Broad and powerful”と自讃する一方、
N.Y.スタインウェイについてはその音を“Almost there”(ほとんど Boldwin の域)などと表
現しつつ、それが“costs 33% more than comparable Baldwin”と揶揄している。他方、
ベーゼンドルファーに対してはその音が“Bassy, muted”(低くこもってボケている……？)で、











                                                  
103 蛇足ながら、この“ローラー･ナックル”、調律師 Y氏に拠れば「ヌルッとした感触で節
度が無い」そうである。 
104 ボールドウィンの歴史については cf. Dolge, Pianos and Their Makers, pp.64,345∼348, 
Men Who Had Made Piano History. pp.9∼12, Loesser, Men, Women and Pianos. p.609, 
J.,E.,Campbell, M.,H.,Mason, Piano Parts and Their Functions. pp.26∼27,52∼53, 
SD-10 についてはまた、磻田前掲.『西洋からきた楽器』 65∼66 頁、同『スタインウェイ
とニュースタインウェイ』96∼97頁、『スタインウェイピアノのゆくえ』54~55頁、参照。 
ボールドウィングランドにおける“アコースティック･リム”については Dolge, Pianos 
and Their Makers, p.64の挿図を、アップライトのそれについては(ブランド名表示は無い








スタインウェイ は何処にあっても the Standard Piano of the World であると宣告




一時期、多くのブランドを傘下に置いた Aeolian American Co.は 1959年にウインター




買収しながら Steinway Musical Instruments Inc.を設立し、自らがその傘下の一ブラン
ドであるかのような構図を描いて見せた時にも醸し出されることになる。 










                                                  
105 Whiteの Theory and Practice of Pianoforte Building.は 1975年、Theory and Practice 
of Piano Construction.として Dover 社より再刊されたが、Dover 版には初版巻末に収録
されていたスタインウェイ社をはじめとする関連会社の広告は収録されていない。 
106 cf. PIERCE PIANO ATLAS. 7th.ed, 11th. ed.,Goldenberg, Steinway fron Glory to 
Controvercy. p.188. ウインターについては後に触れるが、『楽器の事典 ピアノ』198頁、
『改訂 楽器の事典 ピアノ』224頁に見られるこの会社についての記述は出鱈目である。 
107 ピアノメーカーの興亡について、簡単には Piano 300 Exhibition の HP、年表を参照。 
 131 
Ⅴ．ベーゼンドルファーの光と影 ―― 伝統とビジネスとの相克 
１．ベーゼンドルファー ―― 楽器としての個性 
伝統あるベーゼンドルファーは 1966 年にアメリカのキンボール(Kimball International 







ールドウィンからの OEM 供給に頼るようになり、'96 年にはピアノ業界から全面的に撤
退、キンボール･インターナショナル Inc.は事実上、家具専業に戻ってしまった。 






























































                                                  





































実際、ベーゼンドルファーの“声”は頂点に位置する 290. Imperialであれ、225.や 213.




























































































































































                                                  







112 煉瓦積み工法については斉藤義孝『調律師からの贈物』ムジカノーヴァ、1983 年 32~33
 138 
































































ここに言う“折り返し張弦法”、即ち“round-the-pin method of continuous stringing”









                                                                                                                                               
行機の生産規模が小さな時代までであった。 
113 ベーゼンドルファーの材料、構造については日本ベーゼンドルファー発行のパンフレッ
























写真集、 Steinway.(1889, 2002)の対応物とでも形容されるべき Johannes Kunz. 













に打込むリビルド法が先刻一般的であったらしい。cf. Reblitz. PIANO Servicing, Tuning, 




















































れていた。更に同社は’91年、“Magnifica Comunità di Fiemme”ブランドを冠した国外
メーカー向け販売を開始、現在までの総出荷高は 18 万枚強、上記ブランドの響板だけで



















































































                                                  
115 引用中にある鋳鉄(溶湯冷却凝固時)の収縮率に関して W.,B.,White や Junghanns は１%、
Nalderは1.0104%、大橋幡岩は 13/1000といった数字を挙げている。因みに、C.,C.,Bielefeldt, 






































                                                  


















































120 当時の国産ピアノの製造台数データについては『楽器の事典 ピアノ』138~157、付 42~56、





























図 5-1  Sontraud Speidel先生と 











































   
1997年７月 28日 
  昨日は、３度目のレッスンで、また嬉しいことがあった。 




  今日も授業のあと、ベーゼンドルファーサロンへ練習に。 
  ここには防音のサロン風練習室があり、ピアノはコンサートグランド(長い！)。 
  素晴らしく豊かな響きで、幸せな気分で弾ける(このピアノの値段は約 2000万円‼‼ )。 
  他のベーゼンのピアノも試弾させて頂き、また感激。 
  ラストレッスンは木曜日。午後のレッスン(PM1:00 から)とは違う曲目で夜のコンサ
ートに出演。 
  こんな大変な事は、初めて‼  スパイデル先生は“大丈夫！”と仰るが、どうなるこ
とか……ちょっと不安‼  







































セミナー終了直後の 1997 年８月３日、リヒテル逝去の報道。1981 年２月 23 日、神戸
国際会館で催されたリヒテルのコンサートは感動的であった。曲目はベートーヴェン、ピ
アノソナタ第６番(Op.10-2)、７番(Op.10-3)、17 番(Op.31-2)“テンペスト”、18 番(Op.31-3)。







































     
７月 22日 
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  今日、シューベルト教会で、コンサートに無事出演(ブラームス)。今朝は AM 8：00
から２時間のレッスンがあり、そのあと練習、リハーサル、本番、と、ハードスケジ
ュールだった、何とか乗り切る。 



































また、2009年には８月 14日から 16日までの３日間、“第８回 六甲ミュージックフェ
スティバル”に参加、パリ・エコールノルマル教授 アンリ・バルダ先生(Prof. Henri Barda：
1941~)の公開レッスンを受講させて頂いた。場所は神戸、御影のイハラ楽器。 
受講曲目は、 
 14日：ドビュッシー “ベルガマスク組曲”(全曲) 
 15日：ドビュッシー “花火”、“喜びの島” 



























































ノセンターで 3 機種、即ちベーゼンドルファーModell 200.(２台)、213.(２台)、225.(２台)
を弾き比べ、音がクリヤで響きが良いと感じたピアノ、1992年頃に製造されたベーゼンド
ルファーModell 213. No.42141を選定し、購入した。それはまた、ウィーンで馴染みにな
                                                  
122 日本ベーゼンドルファーについては『楽器の事典 ピアノ』119頁、『改訂 楽器の事典 ピ
アノ』121頁、参照。松尾楽器の創業に関するエピソードについては Cf. Goldenberg, 



















































図 5-2  日本ベーゼンドルファーのカタログより(その１) 
 
                  












図 5-3 日本ベーゼンドルファーのカタログより(その２) 



























213.の低音部にはそれまでコンサート/セミ･コンサートグランド(225, 275, 290[現在は 225, 
290])限定であった黒鍵部(エキストラベース)――ピアノ界に最後まで残されたパイプオルガンへの











                                                  












































































                                                  
125 弓(円弧)状鍵盤は元々、1780年頃、WienのNeuhausなる人物が彼のピアノに凹型に曲っ
た鍵盤を採用したのが嚆矢である。1824 年にはやはりオーストリアの Staufer と
Haidingerがこれに関する特許を取得し、1840年頃には同様の物についてまた特許が下り
ている。しかし、これらは何れも無視された。 





























                                                                                                                                               
的地位にあるメーカーによって製品化された。ベーゼンドルファーもその一員であった。
この鍵盤を持つピアノは演奏会でも使用されたが、所詮はゲテモノ、いつしか忘却の彼方
に去った。cf. Dolge, Pianos and their Makers. p.78, Loesser, Men, Women and Pianos. 
p.403、属『グラフィック ピアノの歴史』、121、126頁、参照。 
なお、弓状とは逆に前面は直線で、奥に向かって放射状に広がる末広鍵盤などというゲ













                                                  
126 ベーゼンドルファー の現行モデルに関しては L. Bösendorfer Klavierfabrik GmbH.、及
び日本ベーゼンドルファーの HP参照。 
Modell 275.後期型のフロント･デュープレックスについてはMolden, Bösendorfer Eine 
Lebendige Legende. S.82.掲載写真、参照。 
本稿で“アリコート･ブリッジ”などとも表現した“フロント･デュープレックス”機構















スタインウェイ O.(180cm)、ベヒシュタイン M.(180cm)、ヤマハ C3型(186cm)の次高音
部 3音の張弦力、弦長、弦径比較については、磻田前掲『西洋からきた楽器 』 69頁、『ス
タインウェイとニュースタインウェイ』90頁、参照。 
但し、そこに掲げられている張弦力は James H.,Donelson, Piano Rebuilders' 







































Bösendorferピアノ工房の技術的状況ナ レ ノ ハ テ をModel 213.を通して見た光景である127。 
                                                  
127 Ludwigと C．F．テオドールとの論争については cf. Fostle, Steinway Saga. p.542. 
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(第４巻)』コロナ社、1941 年、758~861 頁、合板については同第５巻(1942 年)、920~958
 165 
 
表 6-1  航空機構造材料の強度および比強度 
材      料 抗張力 kg/mm2 比重 比強度(抗張力 kg/比重) 
ひ  の  き 7.2 0.40 18.0 
え ぞ ま つ 6.9 0.40 17.3 
ス プ ル ー ス 7.2 0.38 18.7 
ぶ      な 7.3 0.63 11.6 
マ ホ ガ ニ ー - 0.61 - 
軟      鋼 40 7.80 5.1 
ク ロ ム 鋼 80 7.80 10.3 
クロム・モリブデン鋼 90 7.80 11.5 
ニッケル･クロム･モリブデン鋼 160 7.80 20.5 
ジ ュ ラ ル ミ ン 38 2.70 14.1 
超 ジ ュ ラ ル ミ ン 44 2.70 16.3 
エ レ ク ト ロ ン 25 1.80 13.9 




表 6-2  媒質と音(縦波)の木理方向伝達速度(音速) 
媒  質 比重 音速(m/s) 媒  質 比重 音速(m/s) 
鋼 7.9 5,100 ぶ  な 0.75 約 3,900 
銅 8.9 3,500 か え で 0.68 約 4,300 
コンクリート 約 2.6 約 3,100 エゾマツ･スプルース 0.45 約 5,500 






及び戦後の事蹟については Cf. J.,Barron, PIANO THE Making of a Steinway  Concert 
Grand. 2006. pp.78, 79(邦訳 123, 124~125頁). 
なお、樹木の直径は通常、胸高直径を以て表示されるが、これは地面ないし斜面上手地
表から 1.2m (日本[北海道以外])、1.3m(欧州、北海道)ないし 1.37m(4ft.6in.：米)の高さにおけ
る樹幹太さを意味する。 
 166 
ガ ラ ス 2.4 約 5,500 コ ル ク 0.25 500 
水(４℃) 約 1.0 1,441 ゴ   ム 0.95∼1.1 70∼1,400 
























図 6-1  牛馬による材木搬出(“地引き運材”と運材橇の使用例) 










                                                  






























                                                  









Shay はこの特許権を開発過程を通じて世話になったオハイオ州 Lima の製材機械メー
カー、Carnes, Harper & Company改め The Lima Machine Worksに与え、同社は以後、
Shayのアイデアを発展させた本格的な森林鉄道用歯車伝動式ギ ヤ ー ド 蒸気機関車を開発、1892年
には The Lima Locomotive and Machine Co.なる新商号を掲げ、重量 6∼200t の Shay 






図 6-3 150t型 Shay Geared Locomotive (LIMA社の広告から) 
                                                  
133 Shay Geared Locomotiveの開発と進化に係わる文献については枚挙に暇がないもの
















Shay Geared Locomotiveにおいては、通常の蒸気機関車とは異なり、全ての車輪が動輪 
であり、全重量が動輪上重量となる。この広告では傘歯車の伝達効率の高さが謳われている。 
なお、20世紀初め頃まで、Shay Geared Locomotiveは薪焚きであった。その後、石炭焚 
きが一般的となり、1920年代には重油焚きが大勢を占めるに至る。 
Cited from The American Railway Master Mechanics’ Association, Locomotive Dictionary. 1st. ed. 
1906, Advertisements. p.15. 
 
図 6-4  Shay Geared Locomotiveの活躍、1918年、ワシントン州 
   














図 6-5 トラックによる材木搬出 
   
Photo by Darius Kinsey. Special Collections Division, Suzzalo. Liblary, Univ. of Washington. cited 























型式のものでも、1km 当り 35~45 万円もかかるのに対して、狭軌の軌道ならば平均






















                                                  
134 アメリカにおける原木搬出技術の変遷全般については前掲 R.,F.,Karolevitz.This was 








1915 年 5 月 7 日、ドイツのＵボートにより仮装巡洋艦として服務中のイギリスの高速
客船“ルシタニア”が撃沈された。J･P･モルガン財閥など好戦勢力の意を受け、参戦機会




第１次大戦中、アメリカ政府は飛行機機体建造用に 100,000,000 board foot(bd.ft.：1foot
平方×厚さ 1in.の板の体積、即ち 1/12 ft3)のスプルース、70,000,000bd.ft の Douglas fir、














1918 年 4 月 12 日からはニュー･イングランドなど、東部産スプルースの生産コスト調
査、生産者へのヒヤリング等を通じてスプルース、更にこれと類似の性質を有する
Hemlock fir(アメリカつが)の価格が定められ、1918年 8月 8日には$29/1,000bd.ft.という
下限価格が公定されている。 
一方、プロペラ材に関して通信隊は 1918 年 1 月 28 日、上限価格を$310/1,000bd.ft.と















寒冷な岩山に生育したスプルースの北側に面した板材(boards from the north side of a tree)が
好適とされ、１枚の響板は同じ木の部材から造られるのが当然とされた時代もあった(F., 














図 6-7 １本の丸太から最大限の柾目材を得る木採の例 
                                                  
135 cf. Bernard M.,Baruch, American Industry in the War. A Report of the War Industries 
Board(March 1921). 1941. pp.224~233. 
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American Railway Association ―  Mechanical Division, Car Builders' Cyclopedia of American 
























Eastern White pine、Spruce pine、Soft pine(Pinus strobas L. マツ科、マツ属、五葉松類)であ






おける平均耐久年限はヒバ(翌檜あすなろ)の 16.0年、檜ひのきの 12.7年、楓かえでの 14.0年、タブの 13.0年、





現在、響板リブに用いられている材はサトウマツ (ナガミマツ )Sugar Pine(Pinus 

















                                                  
136 小野晃明･矢野浩之「伝統楽器用木材とその将来」(『日本音響学会誌』52巻 5号)、参照。 
 176 
ク･チェリー Black ccerry(Prunns serotina Ehrh. サクラ科、サクラ属)である。直径 0.9∼1.2ｍ、
高さ 30∼35ｍ余になり、材は木理が通り、緻密で、硬く重いが加工容易であるため、木製
プロペラ、合板表板、家具、建築内部構造材にも用いられた。Ratcliffe, STEINWAY. p.46
















いたのがサクラ材よりも安価なシュガー･メイプル Sugar Maple(Acer saccharum Marsh. カ
エデ科、モミジ属)、即ち「糖カエデ」である138。 











                                                  











スタインウェイ社(Frank Walsh) が 1963年に特許を取得した“Hexagrip”ピン･ブロッ
クはシュガー･メイプルとブビンガとを交互に木理を 45度ずらせつつ 6枚積層して構成さ



























                                                  














































似た性質を有する フィヒテ Fichte：欧州唐とう檜ひ (Picea excelsa)や、Deal、別名 Scotch pine






                                                  








60lbs.(27kg)ほどあり、そこから約 37台分の白鍵カバー材が取れる。Nalderは肌理き め が均一
な(“plain”)象牙だけでなく、高級トイレ器材(！)用に需要の大きかった綾入りの(“figured”)
























































                                                  




































また、リム材にはケヤキ( Zelkowa serrata Mapio.)、カツラ(Cercidi phyllum aponcicum Sieb. Et 
Zucc.)、ヤチダモ、シオジ(Fraxinus mandshurica Rupr. Var. Shioji Kudo.)、ヤマザクラ(Prunus 



















































                                                  
144 岡野･祖父江『木材科学ハンドブック』38、345頁、参照。 










































図 6-8  スタインウェイにおける木材乾燥室 









   
この絵自体は戦前に作られたらしい日本製の絵葉書をスキャンしたものであるが、R. V. Ratcliffe の前
掲 Steinway. p.82 によれば、原画は Winold Reiss によるシルクスクリーンで、スタインウェイ社は彼


















Steinwegはドイツ、ゼーゼン(Seesen)で楽器の製造を始め、1835年にGeorg Friedrich Karl 
Grotrian(1803~’60)の協力(資金援助？)を得て Grotrian Steinweg の名を冠した最初のスク



























おける Stencil Piano 製造の逸話との関係は掘り下げられていない。cf. Steinway Saga. 
pp.31~32.  
因みに、ヤマハのアップライトピアノの製造番号も 1001 番からスタートし、グランド




Steinweg第１号グランドピアノのレプリカについては cf. LYRA 1/07., pp.4~6.,Steinway 
& Sons Owners’ Magazine. Summer 2007, pp.54~55. 
148 cf. C.,Ehrlich, The Piano. p.118. このレポートは伝統的ピアノ産業における非効率的製造
工程の指摘をこととするものであり、Ehrlichもこの思考に与している。この点は









年以来、縁のあった F. グロトリアンの息子フランツ(Franz Wilhelm Grotrian)他２名にこの
工場を譲り、以後、彼が係わることになるスタインウェイピアノのスケーリングを借用す
る許諾まで与え、多数の熟練工を従えててN.Y.に発った(後、再帰国)。この時、譲渡された
工場は Theodor Steinweg Nachfolger(テオドール･シュタインヴェク継続会社)の商号を掲げ、
後年その商号は Grotrian Steinwegと改められた。これが老舗、グロトリアン(1980年、非
ヨーロッパ市場において製品から長年係争のタネであった Steinweg の文字が外され、2000 年には名実
共に Grotrian Piano Co.と商号変更)の直接的出発点となっている149。 
グロトリアンにおける響板用木材の乾燥･熟成について、1960 年代初頭に同社でピアノ
製造の実地研修を経験した杵淵直知はおおよそ次のように述べている。 




                                                                                                                                               




149 Hansing, ibid. p.45に掲げられた広告には Grotrian―Steinweg Nachf. と表記。 
グロトリアンと Steinweg との関係については『改訂 楽器の事典 ピアノ』97~100、
































スタインウェイのお墨付き、Fanny Morris Smith, A Noble Art : Three Lectures on the 
Evolution and Construction of the Piano. (1892)にしても、論じられているのはスタイン
ウェイ･ピアノの“造り”のみであって、“造る”過程に係わる話題はほとんど取り上げら









廃れてしまった。Hansing, ibid. p.113に言及されているWachtl & Bleyerの例がその一
例に当ると想われる。ここでは蒸気処理の後、炉で乾燥させる行程が採用されていた(cf. 









の種類ならびに製造家がどれほど意を用いるかに応じて 3 年から 10 年間そこに留ま
る。最良のメーカーはかれらの材木に最大限に留意している(Theory and Practice of 
Pianoforte Building. p.118)。 










第２は Fostleの記述である。彼によれば 1908年１月 18日付のMusic Trade誌に再録













“annals ”(Annual Report の類か？)に用いられていた“best and thoroughly seasoned 
material”という文言は“best material obtainable”へと改められ、遂には材料への言及
は皆無となった154。 
                                                  
153 cf. Fostle, Steinway Saga. p,436. 
154 cf. ibid. p.478. アメリカにおける林業の生産力は第二次世界大戦以前から既に過伐により
疲弊を来たし始めていた。大戦はその傾向を加速したようで、終戦直後には原生林(Old 
Growth Forest)が伐採や山火事によって失われた後、自然力によって更新された樹種、品質





















1926 年、スタインウェイ N.Y.工場はピークとなる年産 6,294 台を記録する。この時のハ
ンブルクの製造台数は 2,062台で、合計台数の 8,356台はスタインウェイの生産台数にお
けるオールタイムランキングNo.1をなす。、 
爾後、ハンブルクが 1928 年にピークとなる 2,602 台をマークしたものの、総合販売台
数は低迷期に突入し、その中で競争と合理化努力が繰り広げられて行くことになる。 
20世紀劈頭における約 10万台というスタインウェイの累計生産台数はブロードウッド
(英 1795 年創業)の 2 分の 1 に過ぎず、ショパンゆかりの名門プレイエル(仏 1807)に対して
は約 8 割と後塵を拝していた。しかしそれは既に、“ダブル･エスケープメント･アクショ
ン”によってその名を不朽のものとしたエラール(仏 1780)を抜き去り、国内ではチッカリ
ング をかわし、ドイツ勢ではベヒシュタインやブリュートナー(共に 1853)の約 2倍、イバ
ッハ(1794)の約 2.5倍、その他欧州勢ではガヴォー(仏 1847)の約 3倍、ベーゼンドルファー
の約６倍、グロトリアンの約８倍に相当する実績に相当した。同じくそれは眼前の格下ラ
                                                                                                                                               
この間、国有林の一部では天然更新に代る造林事業についての研究も着手されていた。戦
前～戦後におけるアメリカ林業の全体情況については Henry S., Graves, et  
al.,Problems and Progress of Forestry in the United States. Society of American 
Foresters, 1947･横瀬誠之訳『米国林業の発達と諸問題』経済安定本部林産課(?)、1948年、
9~15、39~40頁、参照。 













































































































                                                  
160 斉藤前掲『調律師からの贈物』33~34頁、参照。 










196、322頁、M.,Chapin & R.,Prato･川口桃永/吉上恭太訳『 88Keys スタインウェイピ
アノができるまで』小峰書店、 2001 年、84、125∼129頁、参照。 
 194 
膠の最大の欠点は耐水性の欠如にある。ここで関連する一つの挿話の紹介を試みるのも
一興であろう。度々、引用･参照を繰返す Ehrlichの The Piano.や Goodの著書、Giraffes, 






















び形の木片をはめこんで、にかわで接合します(モーツァルトから父あての 1777年 10月 17














                                                  
162 因みに、上に引用したモーツァルトの手紙は 1879年、Brinsmeadによってその著書に引
用されており(cf,The History of the Pianoforte. p.115)、Bieも1898年の著書に(cf. A History of the 
PIANOFORTE and PIANOFORTE PLAYERS. pp.135~136)、Loesser も 1954年の著書に引用し



































163 1916年に出版され、1927年に Supplement が出版されたピアノ構造･製作法に関する
S.,Wolfenden(英)の著作、A Treatise on the Art of Pianoforte Construction は超ロングセ
ラーで、1975年、'77年、'89 年にはその復刊が現れ、中谷孝男による邦訳も'35年に刊行
された。その「補遺」を合体した同書'89 年版は国くに立たち･楽器技術研究会によって訳出され、























一般に硬化は常温(20℃ 青色硬化剤)で行われ、30 分~1 時間で硬化した。厚さ 5mm 以下の
薄板の場合には加熱接着が実施される場合(赤色硬化剤)が多く、35℃なら 0.6 時間で凝固が
完了した。凝固後、次の工作に移り得るまでの硬化に要する時間はもう少しかかり、20℃

































かれている支柱(braces and strutts)の組合せが、その中に存在している。 
という文言が見られるが、これは不明晰極まる記述、そして翻訳と言う他ない。原文は： 
……in the horizontal or “grand” piano the whole case is glued around a rim of 
cross-banded veneers which in turn encloses another rim, into which runs the 
system  of braces and strutts on which sound-board and plate are laid.(Piano 











165 この工程については Chapin & Prato前掲書、第 5章、とりわけ 77 頁、参照。わが国にお
いて“積層曲げ木法”と呼ばれるスタインウェイの工法や、そこで使用される高周波加熱、
更にはこれと紛らわしいマイクロ波加熱云々については『木材科学ハンドブック』247~248、








































































































                                                  
166  第一次大戦の主要交戦国、イギリスにおいては 1918年頃、大手ピアノメーカーが飛行機
機体製造に借り出され、その経験を自らの技術的体質改善に役立てたという先行事蹟があ
る(cf. Erlich, The Pianio. pp.174~175)。 
第二次世界大戦下においてアメリカ陸軍が General Aircraft Corporationなる受け皿の
下にピアノメーカーを糾合し約 14,000機のグライダー製造させ、約 3,600機を実践投入
し惨憺たる“戦果”を収めた一件については cf. Fostle, Steinway Saga. pp.480~481, 
Lieberman『スタインウェイ物語』317~330頁、Goldenberg, Steinway  from Glory to 






































                                                  
168 ニス塗り工とストライキについては Lieberman『スタインウェイ物語』第 7章、特に






































































Ⅶ．ピアノ材料の進化とスタインウェイ (2) ―― 鋳鉄、軽合金および鋼、ならび
に材料面から見たピアノの耐久性 
































山社 1993年、第１章、ダイムラーとウィリアムとの関係については cf.Von Paul Siebertz, 
GOTTRIEB DAIMLER Ein Revolutionar der Technik. 4.Aufl. 1950, SS.204~210, 











































































である。『新編 木材工学』130頁、図 12.4、参照。 















に鍵盤音楽の根幹との交互媒介的発展構造を見抜いた慧眼である(Alexander Wood [revised in 




































                                                  


















もっとも、“Das wohltemperierte Klavier ”＝『平均律クラヴィーア曲集』において前
提されていたのが不等分平均律であったというこの種の主張はチェンバリストの好むとこ
ろでもあったが、Badura-Skoda は「最新の研究は、再び十二等分平均律を支持する傾向
にある」と述べており(『バッハ 演奏法と解釈』266 頁、注４)、F.,E., Kirby あたりも“Das 
wohltemperierte Klavier ”なる用語法はバッハが何らかの十二等分平均律に関心を寄せ






















                                                  




























予想通りであったが、ショパンのスケルツォ 3番、Op.39の “水の戯れ”を想わせる “p”















































オハイオ州は古くから“piano-plate capital of the world”と呼ばれるほど斯業が集積し
ていた土地であった。しかし、その後、Kelley の製品の品質低下にWickhamの倒産とい
う事態が重なり、これに危機感を深めた Steinway Musical Instrumentsは 1999年、メ
イン･サプライヤーであり、かつ、ボールドウィンをはじめ他社向け鉄骨のメーカーとして
も知られていた O.S.Kelley の完全買収に踏み切った。完全子会社化された Kelleyにおい
てはスタインウェイ向けの製品が生型鋳造法によって吹かれており、公称製造能力はコン
サートグランドの鉄骨で 2 枚/バッチ、小型モデルのそれでは 14~15 枚/バッチで、１日 2
バッチの生産シフトが組まれ得るようである。 
今はなき Wickham Piano Plate Co. の生産現場は C.,C.,Bielefeldt, The Wonders of 
                                                  
180 Spilaneの書は両社創業の 1890年に刊行されたため、Wickhamと Kelleyについての記述




































                                                  
181 1940年代初期まで存在したスタインウェイ社鋳造工場製鉄骨フレームの鳴りの良さについ
ては Faust Harrison Pianos、Charlottesville Piano Co.、A.C. Pianocraft Inc.など、リビ
ルダーの HP上でもしばしば 取り沙汰されているので参照されたい。自社鋳造廃止とそれ
を余儀無くさせたコスト削減圧力ならびに労災(粉塵による珪肺)･労働組合対策問題につい
ては Lieberman『スタインウェイ物語』、313∼314、325、377、注の 87 頁、参照。それ




















FOUNDRY とは鋳造工場の謂いである。また、Ratcliffe, STEINWAY. p.46に載録されて
いるスタインウェイの 1888年版カタログ 4頁にも 2 箇所に亘って“steel frame”なる用
語法が見られる。W.,B.,White など、これらを以ってか、スタインウェイが“steel”をフ
レーム材料に導入した、としてその先進性を讃えて曰く、 
   この場で、“cupola”形式の構造導入に関して以前に言及された卓越した会社が、ま
たその金属製フレームの製造に鋼を用いているということが指摘されて良いし、この
実施例がより広範に模倣されていないのは奇妙に思われる(W.,B.,White, Theory and 




                                                                                                                                               
 なお、吉川が前掲『ピアノの音色はタッチで変わるか』の中で： 






















と N.Y.に興した T. Shriver & Co.であった。しかし、この会社の栄華は長続きせず、没落
も早かったようで、度々参照するDolgeの 1911年の書物にも既にその名は見当たらない。 
1890年当時、斯界のトップを占めていたのは 1868年、John Davenportによって買収
され再出発した N.Y.の Brown Scale Worksand Foundryなる秤はかりと鋳物を造る工場の後身
であった。1872 年、この工場は N.Y.の西隣、ジャージー市に拡張移転され、秤の製造は
止め、社名も John Davenport Co.に改められたらしい。 
この会社は 1873年、Davenportと Daniel F., Treacyとの巡り合い、Treacyの雇用を
技術的契機として大いに発展した。Davenport と Treacy は程無く対等のパートナーシッ





度、拡大･移転された。Davenport & Treacyスタンフォード工場の配置図を図 7-1として
載録しておく。 
 
図 7-1 Davenport & Treacyスタンフォード工場の配置図 
 214 
 











John Davenportが亡くなった 1910年、社名は John Davenport Co.に戻されれている。
Treacyの持ち株は買い戻されたらしい。しかし、社運は既に傾いていたと見え、スタンフ
ォード市の名鑑にその名を確認出来るのは 1919 年までであるという(Spillane, ibid. 









 先ず、「米国製造者協会 鋳鉄鋳物標準成分」によれば、「ピアノプレート」の成分規格は、 
珪素：2.00~2.25  硫黄：0.07以下 燐：0.40~0.60 マンガン：0.60~0.80 炭素：規定なし． 
であった。単位は勿論、「%」である。 
 一方、ドイツの「鋳鉄鋳物標準化学的成分(D.I.N. 1501)」において、ピアノの鉄骨は「建
築用鋳物 (K) ピアノ用板」として掲げられており、その規格は同様に、 


















珪素：1.8~2.4 硫黄：＜0.13 燐：0.05~0.50 マンガン：0.4~0.7 炭素(全炭素)：3.2~3.6． 
となっている(笠井裕司「ピアノ･フレームとその鋳造における諸問題について」『鋳物』第 50 巻 第 1
号、1978年より)。 








                                                                                                                                               





























されて行った当時の状況について、Wolfenden は 1916年の著書の中で次のように語る。 















関する第 1~第 3命題”という形で論じて行くことになる。 
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   鋳鉄の伸張力に対する低い強度を補うために鋳造業者達が行った試みで、種々の鉄
を混ぜ合わせて何度も溶解を繰り返したことが大きな成功をもたらし、これが“屑鉄”
がこれほど要求される一つの理由になっている(前掲邦訳書 104頁、強調筆者)。 

























(共益商社書店、 1926 年[同名の'61 年版とは全く別の著作])の中で鉄骨フレームの諸様式、即ち結果
的にその歴史的発展順序そのものとなる“部分鉄骨”、“くり抜き鉄骨”および“総鉄骨”
というその分類について次のように述べている。 




































































                                                  
187 再溶解の手間を省きつつ“屑鉄”混入率を高め、強靭なセミ･スチールを低コストで得るべ








料(第１巻)』(1937 年：原著 1919 年初版の'29 年改訂版)、56 頁、曾田範宗･熊谷清一郎編『内燃
機関ハンドブック』養賢堂、1964年、155頁、参照。 
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スタインウェイの鋳造工場は 1873年 3月 8日に試験操業を開始した。Liebermanによ
って校訂され、LaGuardia Community Collegeの LaGuardia and Wagner Archivesの
HPにアップされたウィリアム･スタインウェイの日記を検索すれば： 
3月 8日 土曜日  工場の計画と諸元が最終的に確定。アルバートと共に鋳造工場の
第 1回試験操業に立会う。キューポラと送風機は頗る好調に稼動。手持ちの古い屑鉄
(Scrap Iron)を銑鉄(Pig Iron)に鋳造。 








実際、1881年のパンフレットのアストリア工場俯瞰図(Lieberman, STEINWAY & SONS. 訳
書 108~109 頁 [原書 pp.80~81])を見ても、鋳物工場には細くて低い煙突が１本
．．
しか無い。これ







                                                  
188 全くの余談になるが、Edwin M., Goodはウィリアムが結婚と共に書き始めた日記の最
初の 10年間(1861~'71)を材料としてアマチュア･テノール歌手としても鳴らしたこの人物
の音楽活動に対する公私の係わりを論じている。但し、これは単なる中間報告で、時代区
分の必然性も論文としての完結性もなく、結論さえ示されてはいない。cf. Good, William 
Steinway and Music in New York, 1861-1871. in Michael Saffle ed. Music and Culture 













図 7-2 英国式(左)、米国式(右)キューポラ 
 
石川登喜治『鋳造法』実用金属材料講座 第９巻、共立社、1937年、48頁、第 30、31図。 
英国型キューポラにおいて前炉上部から溶解帯上層部へと到っている竪管は、前炉に大量の溶湯を溜め
る際、保温用の熱気を絶えず導いてやるために必要となる排気管である。これを欠くモノ(例えば吉川晴十･
鈴木千代蔵『溶解炉と熱処理炉』実用金属材料講座 第８巻、共立社、1937 年、33 頁、第 12 図)においては溶湯の
冷却が早くなるため、その操業は概ね３t以上の溶湯を溜めるような形態に限られることとなる。 
なお、わが国で英国型、米国型と呼ばれた基本型式は欧米において夫々、Thwaite Type、Whiting Type













表 7-1 前炉の有無による毎回湯出し鋳鉄の各成分変化割合(Wüst) 
型式 炭素％ 珪素％ マンガン％ 燐％ 硫黄％ 
前炉なきもの 3.5 17.6 35.2 65.7 25.7 




























                                                  
190 英米両型式のキュポラとその得失については河合前掲『金属材料 全』754∼762頁、石川登























                                                  
191 スタインウェイは 2003 年、創業 150 周年を記念して上述の通り、Steinway & Sons  
150Years.を刊行した。“bronze-iron alloy”なる言葉はその p.21に登場している。 
なお、Fostle, Steinway Saga. p.195に 1875年のクリスマス前、C．F．テオドールか
らウィリアム宛に“Centennial”の高音を改善するため、彼が bronze alloy stringを試み
ている旨の手紙が届けられたが、ウィリアムはこれを無視したと記されている。チェンバ
ロの時代でもあるまいに、bronze alloy stringでもなかろうと思うが、善意に解釈すれば
C．F．テオドールが bronze alloy steelと書くべきところを bronze alloy stringと誤記し、
これを真に受けたウィリアムは呆れると共に無視を決め込み、これを 120 年後に Fostle
がほじくり出した、という次第になろうか。 





























なお、Lieberman はその著書の中で C．F．テオドールの特殊鋳鉄について触れ、第 5











                                                  
193 “Tin Steel”については河合前掲書、696頁、参照。 























鉄が１回の収縮において 97cm から 96cm に短縮するとすれば、２度の収縮において
は 97cmから 95cmに短縮するであろう。それゆえ、2重収縮比は 97：95＝1.02とな












どい流れであった(cf. White, Theory and Practice of Pianoforte Building. pp.90~91.)。 
鋳造が２段階に行われるので、元図は量産品に対して約２％大きくなければならなくな
るが、このように持って回った２段階方式が採られねばならなかった理由については何も
                                                  

























行う所謂高圧造型への転換も図られて行った(cf. C.,C.,Bielefeldt, The Wonders of the Piano . 













































































図 7-4  東海地区における鋳物砂の産地 
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浜住松二郎『鋳物砂と鋳型材料』日刊工業新聞社、1957年、53頁、第 66図。 
 





















図 7-5 種々の型込め方式における水分と型硬度との相関(Shiel-Müllerによる) 












































































































   “Vプロセス”、即ち Vacuum Shield Molding Processは 1971年頃、長野工業試験場の
中田邦位と㈱アキタによって共同開発され、特許登録された代表的な減圧鋳造法に係わる
技術である。これを工程段階別に追えば： 模型面への加温されたプラスチック膜の被覆 → 
模型表面に開孔する細孔を通じた空気吸引(＝膜の模型への密着) → 鋳型枠のセット → 微
振動させつつ乾燥鋳物砂充填 → 鋳型枠上面(砂露出面)へのプラスチック膜被覆 → 鋳型
枠側面の孔からの枠内空気吸引(＝大気圧による砂の固化) → 模型側の吸引停止(膜の砂側への
密着) → プラスチック膜を砂側に残した模型引き抜き(＝内外大気圧差による鋳型の形状保持) 
→ こうして作られた雄雌双方の鋳型を合せ、鋳込み → 冷却凝固 → 鋳型枠内空気吸引停














                                                  
201 加藤 寛･野田一夫監修『日本楽器製造(シリーズ･日本の企業 ⑭)』蒼洋社、1980年、22、120
頁、参照。エンジン部品云々については cf. Good, Giraffes, pp.282~283. 






























































































既に 1950 年代、即ち、戦後、外注品に転換して以降の鉄骨を有する N.Y.スタインウェ
イの CDピアノは Claudio Arrau、Rudolf Serkin、Paul Badura-Skodaといった一流ピ
アニストの演奏会において断弦事故を発生させていた(cf. Hafner, A Romance on Three Legs. 

































































製鉄骨を持つ最後のフルコン 10台の中の 1台であった(cf. Hafner, A Romance on Three Legs. 
pp.58~81)。 
それは 1960 年、その絶対的声量ではなく、アクションタッチの軽さと声のニュアンス
















スタインウェイ社の資料 The regulation of the Stenway Grand Actionに拠れば、スタ
インウェイ社のフルコン整調標準値は No.1~16 鍵では 19g の戻り荷重に対してダウンは
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50gの静加重。No.17~32鍵：20gに対して 49g、No.33~45鍵：21gに対して 48g、No.46~61
鍵：22g に対して 48g、No.62~75鍵：23gに対して 47g、No.76~88 鍵：24g の戻り荷重















































                                                                                                                                               
















チ･アングル附与の三重奏ト リ オ により、あるいはこれにレットオフ･パンチングの可及的硬質化










































































                                                  
















 Dolgeによればこの“barless”フレームは 1894年、ブロードウッド(John Broadwood & 





  図 7-6  John Broadwoodの Barless Grand 
     






になっている207。   
                                                  
207 Dolge, Pianos and Their Makers. pp.70,75,246, Men Who Have Made Piano History. 


















                                                                                                                                               







208 管見に拠れば、“cast-steel strings”などという妙な言葉遣いの先例としてWeitzmann の
英訳書や Bieの英訳書が挙げられる(cf. Weitzmann, History of Pianoforte-Playing. 1897 p.278, 
Bie, A History of the PIANOFORTE and PIANOFORTE PLAYERS. 1899 p.310)。 
Bieの英訳書には“boring of the cast frame”などという語も見られる。“boring”(中ぐ
り)とは既に明いている孔を中ぐりバイトで正確に削り広げる加工を指す。単なる穴明けな
ら“drilling”である。 
ピアノ製造家Nalderも“cast steel strings”、“cast-steel wire”などというおかしな用




Goodはご丁寧にも“early piano historians did not know the difference between iron 




























いる。1823 年に steel wire の改良等に関する特許が取得されているところから見れば








また、1840 年には鋼線の焼鈍に関する特許がロンドンの John Hawley とパリの
Sanguinède et Comp.によって取得されているらしいが、ミュージックワイヤ製造との関








































因みに、Machinery's Encyclopedia. 1929 ed. Vol.Ⅳ, p.485に拠れば、当時、アメリカ







                                                  
































  次にピアノ線の製造工程を概観しておく。 
・パテンティングおよび前処理 
 工程の流れは次の通りである。加熱炉で線材を 900~1000℃に加熱 → 400~550℃で鉛
浴･急冷(パーライトの層状組織を緻密化[等温変態により１次ソルバイト化]、変形能向上、変形抵抗減少を
図る)→ 酸洗い(5~10％塩酸水＠常温、または 3~5％硫酸温水＠50~70℃：スケール除去、水酸化鉄の皮







































  孔ダイス：これにも多くの種類がある。 
中･太線用孔ダイス 
                                                  
211 海軍技術研究所材料研究部『文献全訳 第４号 鋼線パテント処理用塩浴の効果』1941年７
月(原典はW.,Lueg und A.,Pomp.Die Verwendibarkeit von Salzbädern zum Patentieren von 
































きに用いられれば半年から 1 年持ったという。8 年間の使用に耐えた例さえ報告されてい

















































































・ PC鋼線(1930年、Pre Stressed コンクリートの予圧) 
・ タイヤのビード･ワイヤ 
・ タイヤ･コード(ミシュランが開拓 → スチール･ベルト) 
   
 最後に、古くから知られたミュージック･ワイヤのメーカーを概観しておく。  
・ヨーロッパ 





 American Steel and Wire(N.Y.スタインウェイ の純正部品) 
 Johnson Steel 
 National Standard Worster[Worcester ?] Wire(かつてアメリカでは最大のシェアを誇った)。 
 Mapes Piano String(巻線メーカー。芯線にはスウェーデン鋼線材使用、’80年代前半には米国内全
需の過半を製造)  
・日本 
  鈴木金属工業   
・不明 
 ギャラピタン 

























ューニング･ピンの製造は 1868 年、J.,P.,Mills によって特許取得された(cf.Brinsmead,The 
History of the Pianoforte. p.182)。ミュージック･ワイヤとは異なり、メーカー数は少なく、ア
メリカにおいてはアムスコ(Amsco-Wire Products Corporation)が市場を完全に制圧している。 
製造工程はコイル材(重量約 900kg)の切断･両端予備成形→バレル研磨(約 450kg ずつ)→据
え込み(軸方向の鍛圧)による頭の成形→ワイヤ穴穿孔(かつてのヤマハにおける工程改善例を想起
せよ！)→ニッケル鍍金→胴部旋条入れ→青熱(250℃程度に加熱、Ni層の破断した旋条部に酸化皮
                                                  







アノ線の人― 村山祐太郎傳』にっかん書房、改訂 2 版、1980 年、113 頁(村山祐太郎は鈴木金








































                                                  





























































 木材においては引張、曲げ共に疲労強度の引張強度に対する比は 0.3 弱であり、非鉄金
属におけるような微小応力の繰返しによる疲労破壊という現象は観察されない。 





                                                                                                                                               
この点に関するヨリ正しい議論については cf. Nalder, The Modern Piano. p.53. また、
Woodも「ピアノの音高は温度による変化が少なく、温度が摂氏１度上がるごとに、振動



























































                                                  




















































  コンサートの日時、New York Times 紙上に出されたスタインウェイ社の全面広告についての文字情
報に関しては、cf. Robin Sue Gehl, Reassessing a Legacy : Rachmaninoff in America, 1918-43.(シンシナ




















Fostleは 1899年から 1904年にかけての 5年間におけるアメリカのGNP成長率は年平
均 3.7%を、また、この間の国内ピアノ販売台数は年平均 8.7%を記録したと教えている
(Seinway Saga. p.424)。この余勢を駆ってアメリカにおけるピアノの「メーカー」数は 1909
















メリカのピアノ“メーカー”数は 295、と、ドイツの 334に次ぎ、イギリスの 136、オー
ストリアの 79、フランスの 37を大きく凌駕していた。その数は大恐慌を境に激減し、1929












 スタインウェイにおける“アート･ピアノ”ないし“アート･ケース”の嚆矢は 1855 年
というから創業直後であった。有名なアート･ピアノの一つにスタインウェイが大富豪、
Henry G.,Marquandのために製作したアート･ピアノ、製造番号 No.54,538のModel D.
“Alma-Tadema”がある。注文主の Marquand は元々鉄道業で大儲けした人物で美術品
コレクターとして知られていた他、1874年にはMetropolitan Museum of Artの設立に力
を貸しており、その功績により 1890年、目出度くその第２代館長に推挙されている。 




いじりをコトとした人物と見え、Bieなどは“the piano painter most in request”と評し








時の落札価格は$360,000 であった。 1997 年のオークションにおいてそれは$1,200,000
で落札された。 
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スタインウェイは 2001年、The Legendary Collectionシリーズのトップバッターとし
て“Alma-Tadema”を復刻生産した(製造番号 554,538、悪い洒落！ $675,000)。序でに述べれ
ば、シリーズ第2弾としてはWalter Teagueデザインのオリジナル 1939年、“Peace Piano”
なる“アール･デコ調”ピアノが 2003 年に、件の 10 万台ピアノは 2008 年に第 3 弾とし
て復刻されている。 

















                                                  
220 A.,Dolge, Pianos and Their Makers, p.189(但し、価格については“Alma-Tadema”が$40,000、
10 万台ピアノが$20,000 とあり信用できない ), A,. Loesser, Men, Women and Pianos. 
pp.600~601, R.,V.,Ratcliffe, STEINWAY, pp.156,158,159, Steinway & Sons 150Years 
(2003), pp.58~65, Craig Collins, A Presidental Suite. in Steinway & Sons Owners’ 
Magazine.Winter 2007/08 (2008), pp.32~33, Lieberman『スタインウェイ物語』170~171、351
頁、参照。 
なお、この Alma-Tademaは Boston Museum of Fine Artsにて展示されており、F.,E., 
KirbyのMusic for Piano  A Short History.のフロント･ジャケットにも使われている。 









































と R．シュトラウス(Richard Georg Strauss：1864~1949)の“ソナタ 第 1楽章”から、良く知
られた旋律を選び、ヴァイオリニスト、岡山 潔がカーテンの陰で演奏し、約 200 名の聴
衆に聴き比べさせた。 
その結末は、第 1位が無量塔藏六氏のお弟子さんで師の興した私塾、東京ヴァイオリン
製作学校(残念ながら 2007年３月閉校)の若手教授でもあった須賀 修氏の作品、第 2位はチェ
 264 
                                                                                                                                               
コの若手作家の作品、第 3位はやはり無量塔氏の薫陶を受けた日本人ヴェテラン作家、園
田信博氏(後に日本弦楽器制作者協会会長)の作品で、グァダニーニは第 4 位、ストラディヴァ
















































































222 cf. Fostle, Steinway Saga. p.286. なお、Aaron Singer, Labor Management Relations at 
Steinway & Sons 1853-1896. 1986. p.16 に 1859年の交差配弦特許がアルバートのもの、
と記されているが、ヘンリーJr.の誤りである。 
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って 1869年、'72 年に(グランド)取得された。 
弦長が短いため倍音成分がほとんど生成されない高音部において、その発音全長
(speaking length)の当初は奥の方(rear)、続いて手前側(front)の余剰部分を倍音共鳴弦として
用いる“デュープレックス･スケール”の技術も C．F．テオドールによって 1872 年に確
立されている(Helmholtzの助言を得て、と言い伝えられているが定かではない)223。 
リムの成形に関する特許も 1878 年および '79 年に、熱をかけないリムの１工程成形法
の特許も同じく彼により 1885 年に取得された。これら主要特許の取得年次だけから見て
も、スタインウェイグランドピアノの技術的骨格は既に 19世紀末期には固められていた。 






                                                  
223 リヤ･デュープレックスだけならイギリスのコラード(Collard)の特許[1822]があった。但し




Mathushek. Pat. 1879)。Hansing, ibid. pp.60~61, Junghanns『アップライト及びグランド
ピアノの構成』40頁、参照。 












形で“C.,F., Theodor Steinwayはピアノを機械学メ カ ニク スと科学サイエンスと芸術ア ー トとの融合物ハ ー モニ ーに高めた”と
のテーゼの下に近代ピアノの成立を論じた記念碑的啓蒙書として再三引く F., M., Smith, 
A Noble Art : Three Lectures on the Evolution and Construction of the Piano. N.Y. 











博覧会において International Jury on Musical Instruments審査員を代表した音楽学


































ウェイ(1797-1871)と三男の H．スタインウェイ Jr.(1830-1865)によって開発され、B.は 1872
年、Aは 1878年、創業者の長男 C．F．テオドールとその甥、ツィーグラー(Henry.,L.,Ziegler：
1857-1930)の手で開発された。 
以下、O.が 1900年、M.が 1911年、ツィーグラーにより開発され、O.と同寸の L.は 1923
年に投入された。アップライトの V-125、K-132 もツィーグラーの作である。最も新しい
S.でも P.,Bilhuber(生没年不詳)により 1936年に開発投入されている226。 
                                                                                                                                               
上に引用したフェティス報告については Fostle, Steinway Saga. p.146. ロッシーニの
言、引用の訳文は前掲『楽器の事典ピアノ 補遺編』による。但し原表記は“Your piano is 
like a nightingale cooing in a thunderstorm.”となっている。A.,Loesser, Men, Women 
and Pianos. pp.512~514,『楽器の事典ピアノ 補遺編』76 頁、Fostle, Steinway Saga. 


















226 1860年に Lindeman Piano Co.の Henry Lindeman は“サイクロイド(Cycloid)ピアノ”
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 C.は 1913年以降、事実上ハンブルクのみで製造されている。A.も 1914年以降、ハンブ




















果であろう、第Ⅱ章 第 4節に見たように 450Hzを超える基準ピッチが採用されていた時
期があった227。 
                                                                                                                                               
なるスクエアとグランドとの融合製品を販売、商業的に成功した。“ベビー･グランド”な
る呼称は A．ウェーバー が初めて使ったらしい。1865年にはドレスデンのErnst Kaps な
る人物が 5ft.ばかりのグランドを開発。これも“ベビー･グランド”に相当する製品であっ
た。cf. Dolge, Piano and Their Makers. pp.66,281, White, Theory and Practice of 
Pianoforte Building. pp.26~27, Loesser, Men, Women and Pianos. pp.564~566. 但し、
品質の劣る小さいだけのグランドも濫造された。小型グランド固有の問題については







227 基準ピッチの変遷については第Ⅱ章 第 4節に注記された資料の他に、Nalder, The Modern 








































































                                                  
228 Goodに拠れば、ピエールが発明したのは“harmonic bar”なるモノで、その下面には弦
を通す孔が穿たれていた。1843年、現行の所謂カポ･ダストロ･バーに関する特許を取得し
たのはパリの Antoine Bordなる人物であった。cf. Giraffes, p.167. 
Antoine-Jean-Denis Bord(1814~1888)は廉価なアップライトピアノ製造事業で産を成し、
簡易な構造を有するアクションの発明史にもその名を残すパリの工房であったが、1934
年に Pleyelに吸収された。Bordについては cf. Ehrlich, The Piano. pp.118~121, Robert & 
Margaret W., Palmieri, ed., Piano An Encyclopedia. 2nd. ed. N.Y. 2003, pp.17(アクションに












図 8-2 バブコックの特許、一体型鉄骨フレーム(Fig.1：1825年、Fig.2：1830年) 
          
Spillane, History of the American Pianoforte. next to p.120. Fig.2のヒッチピン側のフックが特許の
“iron ring”。A.,Dolgeが Pianos and their Makers. p.50でこれも 1825年の鉄骨としているのは誤り。 
 
これらがピン･ブロックまで一体に吹いた鋳物であったか否かは不明である。ピアノ技術
                                                  




し、後者の実線＝1月、ボストンの東辺りに記入されるべき数値は 17ではなく 7である)。 
  また、表 28.1には日本の家屋における使用場所別木製品含水率が掲げられ、図 28.3と
してアメリカの家屋における場所別木製品含水率の季節変動が図示されている。これらの
データから冬期の米国家屋内における暖房由来の低い木材含水率が跡付けられる。 




















一方、バブコックの元同僚 Osbornは 1815年に Benjamin Crehoreから独立していた。
Osbornの弟子の一人こそが後に“Boston School”のエースとなる J．チッカリングであ






                                                  
230 cf. Good, Giraffes, p.161 text and footnote. 
231 H., Rice Hollis･黒瀬基郎訳『ピアノ 誕生とその歴史』135頁、図 88、136頁、図 89、
Good, Giraffes, p.154 Fig.6.4, p.156、参照。Goodは“The outer ring of the frame … is 
a cast-iron tube, open at the bottom, cast together with the string-plate,…”と述べてい
る。だとすれば、“管”ではなく“∩”断面ということになる。  
232 H.,R.,Hollis『ピアノ 誕生とその歴史』135∼136 頁、Fostle, Steinway Saga. p.50、
Good,Giraffes, pp.145~163、参照。 





について、簡単には D.,Abbott ed.『世界科学者事典 6 技術者･発明家』参照。 
233 James Stewartについては cf. Loesser, Men,Women and Pianos. pp.398∼399,409。 
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アメリカピアノ産業史に一時代を築いた。チッカリングは当のバブコックの協力下、スク
エアピアノ用一体鉄骨(図 8-3)を開発し 1840 年に特許を得た。断面図から見る限り、その
ピン･ブロックは鉄骨でカバーされており、固定ネジも描かれている。 
 
図 8-3 チッカリングスクエアピアノの一体鉄骨 
 





図 8-4  チッカリングのグランド用一体鉄骨 
 
Spillane, ibid. next to p.88. A.,Dolge, Pianos and Their Makers. p.62、William B.,White, Theory and 



















1855年、創業後、間もないスタインウェイは N.Y.で開催された American Institute主










次に現れた鉄骨の歴史的革新、それがヘンリーJr.によって 1859年 12月 20日に取得さ
れた特許No.26,532、即ちグランドピアノ用の交差･扇形配弦の鉄骨である。これは図 8-5






                                                  
234 初期鉄骨フレーム史全般についてはまた、cf. Dolge, Pianos and Their Makers. 
pp.50,51,53,59,61,62, 69,70, 72∼73,270~271, Loesser, Men,Women an d Pianos. pp. 
139,301~302,319∼335,399,409,460∼464,476, Hollis『ピアノ 誕生とその歴史』135∼136
頁。 




 図 8-5  H．スタインウェイ Jr.が特許を取得したグランドピアノ用交差･扇形配方式 
         


























図 8-6  1869年製スタンウェイの“レゾネーター” 
 
注) 図 4-3のアクションパーツが用いられていた個体である。 
 
これは 1866 年、ウィリアム･スタインウェイが取得した特許 No.55,385 に含まれる
“Resonator”である。これについて Spillane は称揚しているが、彼の書が出た 1890 年






















































図 8-7  スタインウェイModelD.の鉄骨の発展[縮尺不同] 
                                                  
236 cf. Fostle, Steinway Saga. pp.65~66,109~114,178,281, Lieberman『スタインウェイ物
語』58、71、80頁。 
237 この“Centennial Concert Grand”の鉄骨については cf. also W.,B.,White, Theory and 
Practice of Pianoforte Building. p.81, 忽ち追随者の簇生を見た“cupola”方式のメリッ
トについては cf. ditto. pp.81~82. 
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ンウェイ'S GRAND PIANO(1884) A METAL FRAMING IN A SINGLE CASTING AND 
OVER-STRUNG ”とあるが、1884年という年代表記は全くの誤りである。 




ところで、4代目社長、テオドール E． スタインウェイの著作、PEOPLE AND PIANOS. 
































                                                  
238 R. V. Ratcliffe, STEWINWAY. pp.74~75には見開きの形でこの 1872年型の写真が掲げら
れているが、そこに付せられている“The plain view of a Steinway grand in 1888, which 
remains similar to this day”なる解説は、行論からして明らかな如く、二重の意味で全






























                                                  




ある。しかし、Hildebrandt がこの写真を A.,Dolge, Pianos and Their Makers. pp.72~73
から得たことだけはほぼ確実である。次に見るアグラフやカポ･ダストロ･バーの発明を含
む鉄骨フレームの発達については cf. ditto. pp.52,62~63,72,73,302. 
240 Treble Bell については様々なことが言われているが、その効能の程はハッキリしない。
因みに F.,M., Smithは、 
    ……treble bell, which transmits the sound-wave to the bent rim on which the 
soundboard rests, and so returns the string-vibration to the board from beneath. 
  と述べ、この新しい技術を盛り込んだピアノを激賞する 1883年の F. リストから C.,F.,テ
オドールに宛てた手紙の数行を引用すると共に、treble bell を C.,F.,テオドールによる一
連のピアノ技術革新の総仕上げと位置付けている(cf. A Noble Art. pp124~126)。 
また、スタインウェイのHPに曰く、 
A cast iron treble bell, affixed to rim's underside at treble bend, holds plate 
firmly in position by means of a steel bolt. 








スタインウェイ社のコンサート用貸出しピアノの第 1 号、CD-1 がこの年に製造されてい
る回り合わせは決して偶然の所産ではない。 
但し、Barron の書はこの 1884年型Model D. においても微細ではあるが重要な進化が
跡付けられるという注目されるべき事実を明らかにしてくれた。即ち、最初の近代的“D”、




No.51257においてはバスが“Centennial ”の 17ユニゾンから 20ユニゾンに拡張され
たことで低音部の強化が果たされた。ユニゾン当り１本の最低音弦が８音、２本構成の低






                                                                                                                                               
ような解説が見える。曰く、 
The bell, so called because of its appearance but more properly called plate-rim 
support, contributes sound effects only indirectly as it ties together more firmly 
the plate and the case, thereby helping to maintain a proper crown on the 
soundboard and a solid condition of the strings. 
 どれも誠にもっともそうな見解であるが、今一つ、決め手を欠く感がある。但し、





ついては cf. Barron, ibid., p.110~111. この下り、原文は“the cast-iron plate that sits 
above the sounding board of K0862 would fit comfortably inside the case of this 












トが伴なう。スタインウェイ Model D.の基本サイズがこの時以来 120 年以上変わらず、
一部、旧時代の産物やゲテモノを除き、どのブランドのコンサート･グランドであれ、その
サイズが無闇に大きくなっていないのはこのためである。  


























                                                  





























の現物検証は巨大な博物館でも無ければ不可能だということである243。    
   
                                                                                                                                               
ラフとカポでは共鳴(音量)、および抜け、緩みがない点に関しては後者に分がある反面、音
質ならびに調律の容易さという点では前者が有利である”という意味のことを述べている。
cf. Theory and Practice of Pianoforte Building. pp.85~86. 
243 cf. Barron. PIANO. pp.109~113(邦訳 167~172頁). 
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けヴィンテージ は 1 台 1 台が生まれながらにして強い個性を有し、熟成過程でその個性
が変貌を遂げたことにより、ヒトキワ味わい深くなっていると評価されている。  
20 世紀の初頭、N.Y.の労働者世帯の平均年収は 600～700$であった。Model D.にはそ
の 2倍を超える$1,600の価格が付けられていた。そんな高価なコンサートグランドModel  
D.はスタインウェイのピアノ製造台数の１%ほどしか作られていなかった。何しろ、第二
次世界大戦前のスタインウェイ N.Y.工場におけるフルコン製造台数のピークは 1929 年に
記録されているが、その実数たるや、僅か 63台に過ぎなかった！(cf. Hafner, A Romance on 
Three Legs. p.80) 
























は、販売店在庫(商談壊れかけ)の 2000 年製 CD-●●●245、ホノルル入りの前日、たまたま
                                                  
245 スタインウェイは 1884年の CD-1以来、新製の D.の一部に CD(Concert貸し出し用 Dの謂い)
ナンバーを振り、“Steinway artist”のコンサートに貸し出す営業戦略を継続している。
Steinway Musical Instruments Inc.ではこの貸し出しピアノのデポジット制度をConcert 
and Artist Piano Bankなどと称しており、そこにストックされるコンサート貸し出し用
ピアノは 2006[2007]年現在、世界全体で 400[430]台ほど、アメリカには 300[320]台ほどで




インウェイの総合販売台数記録 8,356台は 1926年に記録された。 
二代目社長チャールズ H．(1857~1919)、三代目社長フレデリック(1860~1927)、四代目社
長テオドール E．(1883~1957)の下、スタインウェイ&サンズは一貫して広告に力を入れ、





















る(cf. Hafner, A Romance on Three Legs. p.93)。 





売りに出されていた教会の 1台と、4台の D.の他、A.や B.など 20台以上の N.Y.スタイン
ウェイやメイスン&ハムリンなどを試弾させて頂き、帰国後も 1923 年製 N.Y. Model D.
その他に触れる機会を積極的に求めた。  
                                                                                                                                               
に出向かねばならない時期もあったが、その後、品質も安定し、工場任せで良くなったと




あるいは CD ナンバーを外してディーラーでの販売に回されるかが決定される。 
但し、“成長”と言っても連日連夜コンサートで酷使され、頻繁に調律を繰り返される




一切講ずることなく、アッサリとこれを引退させてしまう。1 台の CD ピアノを余り長く
貸出ししていると外装が傷み過ぎるし、第一、メーカーとしては新製品の売上げを伸ばし
たいのが本音だからである。 
引退に際しては、かの CD 314 503(後述)が会社に還って元のNo.314503を名乗るように
なった(？)ように、CDナンバーは抹消され、元の製造番号に置き換えられる。通常、こう
したピアノはごく普通のUsed Piano Model D.として転売されるが、No.314 503のように
広告塔として世界を行脚させられる個体もあり、他方では若干ながら CDナンバー付きの
まま流出する例もある。 
















年製 N.Y.スタインウェイModelD. No.104611である。 
以下、このピアノに出会った日の私の日記から。 
 





















麻紀＠ROOM No.1416(【 】内再録に当たり挿入) 
 















(Charles H.,Steinway)は 1908年、インタビューに答えて「わが社では 15ないし 20年ぐら
いを共にした程度のヒトは半ば新人、と考えています」(Steinway Saga. p.437)と述べている。 
しかし、生産量増大と共に、流石の旧鋭工場も手狭になって来たと見え、スタインウェ
イは 1860年より対岸に当たる N.Y.州、クイーンズ郡、ロング･アイランド･シティーに 300
馬力の蒸気機関によって動力を供給される一貫生産工場……後の所謂、ライカー工場……の建













図 9-1 スタインウェイ社の工場群 
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年出版の People and Pianos.[2005ed. p.66]を見納めに、ディットマーズ工場の完成した姿を伝える画像が
スタインウェイ社およびその周辺から公開されることはほぼ無くなった。 
 
このロングアイランドにおいては遠く 1834 年、N.Y.州の許可の下、全米第 3 の歴史を
誇る Long Island Rail Roadが開業していた。1900年、同鉄道は Pennsylvania鉄道の傘
下に入り、1910年にはターミナルとしてマンハッタン駅も開業せしめられており、やがて、




心部とスタインウェイ両工場とを結ぶ地下鉄アストリア線の Queens Plazaから Ditmars 
Blvd. Astoria 駅までの延伸区間が Brooklyn Rapid Transport(後の Brooklyn Manhattan 
Transit Corp.)によって開業されている。 
その後、Metropolitan Transportation Authority(N.Y.州都市交通局)がこれを買収し、更
に、1966 年に至っては Pennsy も L.I.R.R.を M.T.A.に売却してしまう。伝統ある同鉄道
が N.Y.市の公共鉄道網の主要路線として組み込まれたことにより貨物輸送は切捨てられ
たが、旅客輸送の利便性は一層向上することとなっている246。 
                                                  


















図 9-2  No.104611の鉄骨後部に浮き出された数字と記号 
   
                                                                                                                                               
Pianos. p.66, A.,Loesser, Men, Women and Pianos. p.496, Fostle, Steinway Saga. 
pp.308,436~437,439、Lieberman『スタインウェイ物語』1∼3、103∼115、166∼170、192
頁、参照。 
なお、『スタインウェイ物語』訳書 167 頁の写真解説、「1911 年にはさらに三階建ての
工場が増築された」は Lieberman の誤記ではなく、単純な誤訳である。増築竣工年につ
いては措くとして、3 層増築によって総 6 階建てに改められたというのが実態である
(cf.Lieberman[原書]p.121)。 
Long Island Rail Roadや地下鉄云々については Ron Ziel, The Pennsy Era on Long 
Island. 1984. Foreword., NEW YORK SUBWAYS Historical Map. 2nd. ed. Quail Map 
Company, 1993、参照。 
247 cf. Barron, PIANO. p.208 [邦訳 300~301頁], Hafner, A Romance on Three Legs. p.67. 
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図 9-3  ダンパー、アンダーレバー･フランジに押されていたスタンプ 
    
 








































2 月生まれでこのシリアル･ナンバーというのも 10 万台ピアノとの比較で若干、不自然
であるが、恐らくこれは N.Y.とハンブルクとの番号振り分けに起因する、あるいは 10 万
台ピアノが「超法規的」なナンバリングを受けたために生じた現象であろう。 







                                                  
248 高級コンドミニアム云々については cf. Barron, PIANO. p.xv(邦訳 13頁)。なお、Ratcliffe 前
掲 STEWINWAY、A.,Singer前掲 Labor Management Relations at Steinway & Sons 
1853-1896. およびFostleの Steinway Sagaにはディットマーズ工場についての記述が完








ピアノメーカーという顔を持っていた。 一方、既に見たように、クナーベ(William Knabe & 
Co.) 、チッカリング&サンズ、へインズ(Haines Brothers)その他は'08年、合一して アメリ







である(サミック以前のスタインウェイ&サンズ HP【新・旧バージョン】より)249。  
D (旧型 4)   1859～ 8'5" (256.5cm)  
D          1869～ 8'6" (259.1cm) 
D          1876～ 8'9" (266.7cm)  
D          1884～ 8'10" (269.2cm)  
D          1914～ 8'11 1/4" (272.4 cm) 




“デュオ･アート”用に造られる M.と L.の長さは基本型(170、180cm)より 6in.(152.4cm)
延長されていた。上述のようにこの延長方式は Voteyによって開発されたが、上例のよう
に延長の程度が大きい場合、前脚をダブルにして外観上のバランスが取られた250。 
                                                  
249 このデータからN.Y.スタインウェイModelD. No.104611は業界では良く知られたタカギク
ラヴィア所蔵、1887 年製 N.Y. D.とも同一世代に属することが判る。遺憾ながら現在、
かようなデータのカケラも掲げられてはいない。 
この注に係わる参考文献としてメーカーや Faust and Harrison Piano、Charlottesville 
Piano Co. 、A.C. Pianocraft Inc. といったリビルダーの HPの他、Steinway & Sons 150 
Years.(Steinway & Sons 150th Anniversary Official Publication), pp.21,25,. 150 Years Steinway 







































図 9-4  アクション･ハンガー脚部に見られる刻印 
                                                  
251 実際、本番で演奏する D.のタッチに慣れておくため、として自宅に C.を置くピアニスト
もいるそうである。 
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２．N.Y. vs ハンブルク、ヴィンテージ N.Y.スタインウェイの価値 
 
図 9-5  ロンドン支社の配送用トラック 
                                                  
252 No.104611の製造年月日等については Steinway & Sons Customer Service 部門の御教
示による。歴史的背景、価格については Lieberman『スタインウェイ物語』166、167、
170~171、176、259~260頁、前掲『改訂 楽器の辞典 ピアノ』213~214頁、参照。 
なお、No.104611のハンマーシャンク･フランジには Jan 13 1997 という日付がスタン
プされている。 
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スタインウェイ ･イギリス支社のピアノ輸送車 Bedford O series 
Pantechnicon (家具運搬車)。恐らく CD(コンサート･レンタル)ピアノの搬入出
に活躍したのであろう。O series は 1939年に始まるが、これは５トン車に格




























 とは言え、スタインウェイ&サンズを傘下に置く Steinway Musical Instruments, Inc.










ツ工業界の大立者、ジーメンス(Werner von Siemens：1816~1866)は 1862年から’66年にかけ
て、統一後のドイツが“鉄血宰相”ビスマルクの下で軍国主義への傾斜を強めて行った時
代をレンネップ･ゾリンゲン選挙区代表の国会議員として過ごした。彼はこの間、独仏通商




自社ブランドのアップライトピアノまで製造した Chas. Thwaites and Co.については


































そして 1880 年代はじめ、ドイツ(12 時間労働)におけるピアノ工の賃金は N.Y.(10 時間労働)















に先鋭化した。20 世紀第 3 四半期における“N.Y.＝粗製乱造品説”は強あながち偏見や商略の
みに基づく見解ではなかった。ハンブルク･スタインウェイは木工品としての仕上げ、とり
                                                  


















































N.Y.とハンブルク間の角逐についてはまた、cf. Fostle, Steinway Saga. pp.274,311~314, 


















































































クと N.Y.の Model D.をピアノ庫に隣り合って収蔵されている状態で直に比較する機会に




























                                                                                                                                               
と断じている。 
因みに、音を言葉で表現するのは至難の業であるが、この tinny なる修辞は同書
























である。ハンブルク･スタインウェイでもベーゼンドルファー(290, 280, 225, 214, 213, 200, 
185)でも、あるいはベヒシュタイン(年式不詳の EN[280cm]、1902年製 Modell V[198cm])において
も外見的にこの個体ほど“高品質”な響板を見たことは無い。逆に「これほどの材を用い
ておりながら、なぜこのピアノはこれだけしか鳴らぬのか？」という素朴な疑問を抱かさ


































































                                                  
259 アクセレレイテッド･アクションについては Lieberman『スタインウェイ物語』、289~291
頁、Fostle,Steinway Saga. pp.468,507、参照。杵淵 149~150頁にもごく僅かだが、これ
に関連する 記述がある。 
なお、高城『スタインウェイ物語』改訂版 149 頁末尾には N.Y.スタインウェイ の歴史
上、最悪の汚点となったテフロン･アクションに関する幾分物足りない補遺が追加されてい
るので Liebermam 前掲邦訳書、386~391 頁、Fostle, ibid. pp.495~496, Goldenberg. 
Steinway  from Glory to Controversy. pp.145~147, Barron, PIANO. pp.160~162(邦訳
235~237頁)辺りの記述と対比、参照されたい。 
N.Y.スタインウェイ における最大の歴史的汚点、アクションのセンターピン回りへのテ
フロン製ブッシュ“Fluorocarbon Resin[“Permafree”] Bushing”採用は 1953(Goldenberg)
ないし’63年(Barron)より始まり、1962(Lieberman)ないし’64年(Barron)には全面転換が果た
され(特許認可は 1966年３月 15日)、爾後、1982年(Lieberman, Barron)まで継続された。その
後、N.Y.スタインウェイはテフロン･ブッシュを廃止し、これを往生際悪く、テフロン含浸
ブッシングクロス“Permafree Bushing Cloth”(特許、1983年 6月 7日)へと改めた。ハン
ブルクはレンナーのアクションを購入していたこともあり、テフロン･ブッシュ採用に一貫
して抵抗し、その害毒から逃れられる冥加を得た。 
もっとも、N.Y.においても老練な F.,Mohr などは独自の判断に基づき、CD ピアノのテ
フロン･ブッシュをクロスに交換していたという(cf. Barron, PIANO. p.161 [邦訳 237頁]）。 
蛇足ながら、巷間、温･湿度の上昇による膨張･膨潤により木部の穴径が狭まり、テフロ
ン･ブッシュはもの変位を吸収しないため、アクションにスティックを、逆の場合にはその


















て“巨匠”たちを支えたかの F．モアは 1986年に行われた V. ホロヴィッツの里帰り公演
にも勿論、 同道した。この時モアはホロヴィッツのピアノ＝1943 年に製造され、スタイ








謂う「アクリル共重合体の注入」(Steinway & Sons HP参照)との異同、関連については不詳。
なお、この「硬化」法の起源については不明であるが、既に 1911 年、Dolge はスタイン
ウェイがハンマーフェルト頭部のヘタリ防止に“chemical solution”の含浸を行っている
旨、紹介しているし、Nalderも 1927年の著書でこれについて触れている。cf. Dolge, Pianos 
and Their Makers. p.105, Nalder, The Modern Piano. pp.137~138.  






ュース”の濫用に走っているとの批判については cf. Barron. PIANO. pp.160, 180, 213(邦
訳 235,261~263,308頁). 
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ンウェイ社から彼に結婚 10周年記念として贈られた CD 314 503261 とハンブルクとの音
                                                  
261 Ignace Padwrewski、Joseph Hofman、V.,Horowitz、Arthur Rubinstein、R.,Serkinら
スタインウェイ弾きの“巨匠”たちはスタインウェイ社の技術者らと共に好みの D.を選び、
会社はこれに CD ナンバーを振って専用させた。1920 年代のある時期、Paderewski や
Hofman はクラス A、ラフマニノフやホロヴィッツはクラス B、ガーシュウィンやプロコ
フィエフ、および伴奏ピアニストはクラスCにランクされ、待遇に格差が付けられていた。
ピアノを自由に選択出来たのはクラス A、B のピアニストたちであった。cf. Fostle, 
Steinway Saga. p.453. 
モアによれば、ホロヴィッツは CD-186, 314, 223, 75, 443を、ゼルキンは CD-169, 214
を、A.,Weissenberg は CD-243を愛用した。 





されたのが本章冒頭にも注記した製造番号と連動しないCDナンバーであった(cf. Hafner, A 







現れ、ゼルキン好みに整音されたピアノに触れた Clifford Curzonは“That isn't a piano - 
it's tin cans !”と叫んだという(Goldenberg, Steinway from Glory to Controversy. p.104)。 
また、Goldenberg は 1930 年代、Concert and Artist Department の要職を占めた
Alexander Grainer によって社内に伝えられた“右側のピアノ”伝説を紹介している。
Grainerと共に午前中、長々とピアノ選定を行い、漸く 2台に絞ったピアニストが最後の




なお、本文中で CD 314 503の製造年を 1943年としたのはスタインウェイジャパン㈱
のパンフレットおよびスタインウェイ社の HP に掲げられている製造番号表による。この


















の典拠やホロヴィッツとWanda Giorgina Toscanini との結婚が 1933年 12月 21日であ
ったことからしても、“1943 年製の出来立ての CD ナンバー付きピアノが結婚 10 周年記
念として贈呈された”と解釈するのが合理的であるように思われる。 
記念すべき CD-1は上述の通り 1884年に製造された。CD-1については Theodore 
E.,Steinway. PEOPLE AND PIANOS. p.133、CDナンバー付ピアノ全般については
Franz Mohr･中村菊子訳『ピアノの巨匠たちとともに』音楽の友社 1994年、38~41、157
頁(増補版 2002年、38~41、157、173頁)、杵淵前掲『ピアノ知識アラカルト』(136)、143~146
頁、Goldenberg, ibid. pp.90-92 および ch.V をも参照のこと。 
262 Mohr 前掲書、193頁(増補版 209頁)、参照。整音は調音に同じ。“tone regulating” と表
記される場合もある。 
263 ハンブルクにおける現地生産化の展開についてはスタインウェイ･ジャパンの HP(News 








プレートの購入を承認され(was permitted to buy plates locally)、これによりニューヨークから
独立した」と述べている。前掲邦訳書、第 7章 注 22、参照。従って、少なくとも“独立”
当初の鉄骨フレームは外製品であったということになる。当時のドイツにおいては外製鉄
骨の使用が一般的であり、これと外製アクションの使用とがドイツピアノ産業における量


































































































３．後年のピアノとの本質的相違 ― 本体構造 ― ヴィンテージ･スタインウェイの鉄骨に係わる第
1命題の具体的把握、ならびに第 2命題 
 アメリカにおけるピアノの製造は 1775年、フィラデルフィアの Johann Behrent なる
 313 
人物によって始められた。それから１世紀も経っていない 1869 年、アメリカでは約 2 万































とりわけ、スタインウェイが CBS の傘下に入った 1972 年以降における N.Y.スタイン
ウェイの品質低下は目を覆いたくなるばかりであった。コンサートでの演奏中に数本の鍵
盤がロックしたり、黒鍵が吹っ飛んだり、ピアニストの指に木片が突き刺さったり、とい
                                                  
265 cf. PIERCE PIANO ATLAS. 7th. ed. pp.318, 320. 
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係を築いて来た単一の納入業者から購入すべきこと、そして杵淵なみに“Time is a 
fundamental factor in high-quality pianos.”と説いたが、勿論、CBSごときにかような
訴えが聞き入れられる筈はなかった。 




クレーム処理工事によって占められていた事実を指摘している。cf. Fostle, Steinway 
Saga. pp.504~509,517,518,513,521~526, Goldenberg, Steinway  fron Glory to Controversy. 
pp.165, 170, 197, 202~206. スタインウェイ･アーティストの離反については cf. also 







た点に代表される生産性原理の追求という点において Max Matthias のフランチャイズ、
ハンブルクは常にN.Y.の先を走っていた267。 
 二代にわたる異星生物エ イ リ ア ン的オーナーとは異なり、楽器と音楽を幾分理解する次のセルマー
体制、即ちスタインウェイ&サンズを吸収した Steinway Musical Instruments, Inc.の










                                                  
267 cf. Steinway Saga. p.504. 但し、CBS時代以降、スタインウェイの製造台数が伸びたと
いうワケではない。N.Y.＋ハンブルクの年産ピークは既述の通り 1926 年の 8,356 台、次














ついては cf. Goldenberg, Steinway  from Glory to Controversy. pp.183~185, 207~208)。 
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 高級なスプルースにおいて内部摩擦は 1kHzまでの周波数域(概ね 63鍵まで)において小さ
く、周波数が増すにつれて大きくなる傾向が示される。即ち、高音ほど減衰が早くなる。 
 
図 9-7  木材のエイジングによる内部摩擦減少効果 
 
    









































































 即ち、周波数 100、400、1,000、2,000、4,000Hz の音は図 9-8 のように、周波数が低
いモノほど弱く周波数が高いモノほど強い指向性を現している。この周波数はピアノの音
程を考えれば何とも半端な値であるが、シンセサイザー開発技術者としての背景が彼にこ
んな周波数を選ばせたのかも知れない。ともかく、100Hz ≒ 23鍵のやや上、 400Hz ≒ 






図 9-8  ピアノの音の周波数別指向性 
 321 
 
   Harry F.,Olson, Musical Engineering･平岡正徳訳『音楽工学』誠文堂新光社、1969年、214 
～215頁、参照。図は 214頁、図 6．36。この書物は第 2版が 1967年に出版され、現在でもMusic, 




























































                                                                                                                                               
であるにも拘わらず、遺憾ながら測定距離は明記されていない。 




                                                  
274 木材中の音速、即ち音響(縦波)伝達速度については私たちのような素人がアクセスでき、
かつ手に負えるデータは少ないが、次のような数値がある。 
                    ヤング率(×1000kg/cm2) 
樹  種       比重  含水率%    EL   ER    ET     木理方向縦波伝達速度(m/s) 
エゾマツ        0.39   15.0    110      8.5    4.5                     5257.5 
レッドラワン     0.53   16.0       132   10.2     5.2                     4940.4 
シトカ･スプルース   0.39    12     109   7.2     4.4           5233.5 
イエロー･ポプラ     0.38    11      99      9.1      4.2                     5052.9 
ケヤキ        0.70    13.5    105    19.0     12.5                    5136.6 
 












また、木材中の音響伝達速度については Brinsmead が Wertheim による測定値を掲げ
ている(cf.Brinsmead,The History of the Pianoforte. p.7. 単位はm/sに換算)。 
樹 種：和名(対応は一部推定) 繊維方向 半径方向 円周方向 
Acacia：アカシア 4,714.3 1,475.2 1,352.1 
Fir：モミ 4,638.4 1,335.6 783.9 
Beech：ヨーロッパブナ 3,342.1 1,837.3 1,360.3 
Oak：ブナ、ナラ、カシワ、カシなどブナ科の総称 3,847.2 1,535.0 1,289.0 
Pine：ヨーロッパアカマツ 3,322.3 1,405.4 794.0 
Elm：ハルニレ 4,119.7 1,421.9 1,013.2 
Sycamore：セイヨウカジカエデ(大カエデ) 4,462.0 1,498.4 1,136.3 
Ash：セイヨウトネリコ 4,667.7 1,392.0 1,262.5 






















図 9-9  参考：スタインウェイピアノの鉄骨各部の名称 
                                                                                                                                               
Aspen：ヨーロッパヤマナラシ(ヤナギ科) 5,083.1 1,614.5 910.4 
Maple：カエデ 4,106.3 1,538.3 1,036.6 







     Elder：ニワトコの一種、落葉低木で薬種として知られる。 
Aspen：ヤマナラシの用途はマッチの軸木、梱包材、経木、パルプ原料など。 
Poplar：ポプラも古来、その芽がやけど治療剤、洗浄剤として用いられた。 




図 9-10  No.104611の鉄骨バー群の外観 
  















































                                                  
275 鉄骨バーの撓み、という点で気になることがある。弟で初代社長 William に宛ての、先に
引用された 1877年４月 17日付、「安く、安く、安く」の手紙において C．F．テオドール
はスタインウェイの特許に対して極めて否定的な見解をぶちまけている。 
彼はこの時、筆頭にアルバートによって 1874年 10月、’75年 6月に取得されたソステ
ヌート機構に関する都合 4件の特許を槍玉に挙げ、これについて“silly humbug”(馬鹿げ
たペテン)、と切り捨て、返す刀で自らの“Soundboard compression”に関する特許をも
“hunbug”と両断してしまっている(cf. Fostle, Steinway Saga. p.216)。  
残念ながらこの“Soundboard compression”特許とその中身については Fostleもスタ
インウェイ&サンズの HP も何一つ語ってくれておらず、私たちの側で特許明細の原典に
当れたワケでもない。しかし Fostle, p.289 には“Theodore’s“Cupola Frame, 
























































































































































































                                                  
277 笠井裕司前掲「ピアノ･フレームとその鋳造における諸問題について」(1978年)参照。 
278 堤 信久･橋本長人「ピアノフレーム用ねずみ鋳鉄の音響特性に及ぼす基地組織の影響」(『鋳









鉄骨に使われていた普通鋳鉄の引張強度の 2 倍近い値であったと推定される(cf. F., M., 














                                                  
279 Loesser, Men, Women and Pianos, p.494. 同じような誤解は Ehrlich, The Piano. p.32
や Good, Giraffes. p.11にも見られる。 
280 Dolge,Pianos and Their Makers. p.71. 
但し、当時のアメリカにおける製品構成は圧倒的にスクエアピアノ中心であり、グラン
ドは圧倒的少数派であった。スタインウェイを例に引けば、1860年のグランド製造台数は
公称 250~260台に対して実績は約 40台、しかもその 1/5強は翌年になっても売れ口が見付
からなかった。この年のスタインウェイの総販売台数は 1,250 台であった。翌 1861 年は












因みに Bielefeldtは現行 D.の鉄骨重量が約 600lbs.(270kg)と述べているが(p.48)、この値
はヤマハの CF 系における約 160kg(356lbs.)と比べるに、鋳放し重量としても過大である。
スタインウェイ&サンズ自身の HPには現在、2箇所に亘って 340lbs.(153kg)という鉄骨重
量が掲げられており、Barron も 340lbs.(154.0kg)、350lbs.(158.6kg)という値を掲げている
(ibid. pp.xiv, 96, 120.[訳書 14、48、188頁] )。HPにはどの形式の鉄骨のそれであるかについての

























































結果的として 19 世紀後半においても N.Y.のピアノ工を含めアメリカの労働者階級は度
重なるストライキを演じ、会社側はロックアウトや非組合員の雇用、暴力行為に訴えてこ
れに対抗した。このため、労使関係はとみに険悪化した。 




























“ストに参加した”などという「理由」が書き連ねられている(Singer, ibid. pp.146~147)。 
会社は工程細分化･単能工化と量産楽器の品質との間に際どく均衡を保つため、狂信的と
形容するしかない方途に縋すがりつかねばならぬという強迫観念に捉われていた。そんな中、















一方、8 時間労働を求める戦いは 1872 年、一部業種で成果を収めたが、空約束に帰さ
られた例も多く、19世紀のアメリカでは 10時間ないしそれ以上の労働日が標準であった。 





1889 年に結成された社会主義者の国際組織、第 2 インターナショナルはアメリカ労働
者階級の闘いに呼応して 8時間労働制の要求を掲げ、これを承けた合衆国カナダ職能労働




































図 9-11  ヴィンテージ張弦法における“リヤ･デュープレックス･スケール”の例(その１) 
                                                  
281 Dolge,Pianos and Their Makers.pp.303~304, Men Who Have Made Piano History. 
pp.168,175, Lieberman『スタインウェイ物語』27~39、58、71、80~82頁、参照。 
19世紀後半におけるスタインウェイおよびアメリカピアノ産業の労使関係については






主義的→取引的労働組合運動への係わりについては cf. Dorothee Schneider, Trade 
Unions and Community The German Working Class in New York City, 1870-1900. 
なお、8時間労働制は 1917年のロシア革命によって建国されたソヴィエト連邦で初め
て法制化され、次いで 1919年、ILOが第 1回総会において第 1号条約の中でこれを定め
たことにより国際的に認知されるに至った。 
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1920 年代半ばの C.や D.辺りまではこの方式が採用されていたように見受けられる。 
今一つ、少数例の観察からは“この張弦法が採用されたスタインウェイ･グランドピアノ














図 9-12  ヴィンテージ張弦法における“リヤ･デュープレックス･スケール”の例(その２)      
 
 








































































































































エネルギー伝達の時間強度に係わる第 1、第 2 局面についての広く認められたかような
















サプリメンタル･ブリッジ(ないし aliquot plates ：リヤ)という 3つの要素を組合わせた方式へ

































































の説の信憑性には疑念を呈さざるを得ない(cf.Steinway Saga. p.507.)。 
様々な次数における響板の振動については Fletcher and Rossing『楽器の物理学』にま
とまった記述があり、グランドピアノの響板の振動モードについては 378~381頁に実験と
計算によるデータ、クラドニ･パターンなどが引用されている。また、その図 12.30に相当
する実験結果についてはHarold A. Conklin, Piano design factors なるウェブサイト中の















Escher Wyss GmbH. は 1805年創業、1969年にスイスのSulzer Brothersに買収され、
Sulzer Escher Wyss GmbH.となり、1995年に Sulzer Hydroと改称、1999年には VA 
TECHNOLOGY AG.に買収され、2000年に VA TECH ESCHER WYSSとなって今日に
至る。この間、かつて東京石川島造船所に移転され、わが艦本式タービンの形成に多大の








































































































性と照らし合わせてみても意外なほどに遅く、 1935 及び'36 年に認められており、なか
んずく'36年のそれがより重要な特許とされている。 
Bilhuberと C.,A., Johnson(E.E. Free Laboratories：不詳)によるこの響板改良のための実
験は次のような内容を有していた287。 
彼らは先ず、響板にかかる不均等な力がその振動特性を劣化させる、という仮説を立て、
その証明のため、音楽家に鳴りが良い(having a very acceptable tone quality)と認められた






10~20、0~10 の６等級に区分し、濃淡の階調を付て各番地に振り当てた結果が図 9-14 及
び 15である。 
 
図 9-14 不均等弦圧下における響板振動エネルギーの分布 第 40鍵、261Hz 
                                                  
287 cf. Paul H., Bilhuber and C.,A., Johnson, The Influence of the Soundboard on Piano 
Tone Quality. The Jounal of the Acousutical Society of America. Vol.11-3, Jan., 1940. 
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Bilhuber and Johnson, The Influence of the Soundboard on Piano Tone Quality. Fig.2. 
 





















図 9-16 ダイヤフラム響板 
 
                                                  
288 dB：音の感覚レベルを表す指標。デシベル数を nとすれば、n＝10 log10 I/I0  ここに I
は実際に聞こえている音のエネルギー、I0は可聴域値と称し、聴き取り得る最小の音のエ
ネルギーで定数(Wood音楽の物理学』54~55頁、参照)。因みに、4dBのアップは音のエネルギ































































1 4.8 2.3 
2 1.8 0.8 
3 4.6 1.2 
4 1.8 1.1 
5 2.3 2.0 
6 2.0 2.1 
7 1.0 1.2 









































































                                                  
289 cf. J.,Barron, PIANO. p.181(邦訳 263頁). 但し、Ratcliffe, Steinway.  p.102 には、A 



























図 9-22 “double bead molding”を伴う round armと“座”付の脚 











































                                                  
































No.104611        37, 45, 55, 63, 69, 70, 67, 55 
90's N.Y.       44, 52, 52, 62, 62, 62, 62, 53 




















ンウェイ ―― Instrument of Immortals ―― が内に秘め、響板交換時に初めて発揮される復
元力･回復力は、かつてスタインウェイ社の OB技術者たちによって起された工房ならびに
N.Y.本社、Restoration Centerなどで営まれる修復作業を通じて日々、証明されている。 












                                                  
293 響板の更新はそれゆえ、全音域の表現力回復に係わるが、とりわけ声量及び声の張りの回
復に著効を発揮するものと考えられている。リビルド全般に関してはモア前掲書 48~50、
154~155頁、Chapin & Prato『88 Keys スタインウェイピアノができるまで』132~135
頁、Michael Chapin,“Restoring the Steinway Piano” in Steinway & Sons 150 


























































されたのであろうか？ 鉄骨の製造番号がプリントされた下には“Rebuilt By  Groff Piano 
Co”と読めそうなスタンプが押されている。“G”= Gの文字は半分かすれて判読し辛いが、





GROFF PIANO CO start-up date：09/01/1999  Business Address：2621 WOOD 
AVE COLORADO SPRINGS, CO.80907-6103 Business Description ： 





It was probably used in a church there before being rebuilt by Warren Groff and 
subsequently bought by UUCB in the mid 1960s. 
とあり(同)、またこのピアノ購入時の経緯いきさつについて、 
  Jim Boratgis (now a member of the UU Fellowship in Lafayette) found the piano at 
Warren Groff's, a piano tuner and rebuilder in Colorado Springs. Jim and Norman 
went to Colorado Springs and Norman remembers that Warren had a rig and 
levers that enabled him to move the piano himself. Norman and Jim drove back to 
Boulder ahead of Warren who followed with the piano in his trailer. There is no 
number for a Warren Groff in Colorado Springs, so it has not been possible to 










50年間居を構え、婦人との間に二人の子息に恵まれたWarren Kantner Groff は 2006年




























 第 1 に、弾き易さを得るための手直しとして施されたのは鍵盤リビルドである。
No.104611はアメリカでの響板、アクションのリビルドに際し、オリジナルの鍵盤、レン























































































                                                  
297 スタインウェイピアノのダンパー機構及びハンブルク.における変更年については、M., 



























                                                  
298 前注参照文献、S.31、p.111の図にはこの変更が反映されていない。一方、同書 SS.52~53、







なお、この 7.2図はサミック以前のスタインウェイ&サンズ HP、Technical Infoに掲載
されていた図“Schematic of Steinway Model M Grand Piano”や F. Mohr前掲書、238
頁(増補版 254頁)の次に挿入されているグラビアの中の図と同一で、N.Y.本社からの謂わば
“借り物”である。但し、pp.132~133掲載の英語版において部品 93に与えられている
“Damper felt dowel”は“Damper lift dowel”の誤り。独語版の表記は正しい。本稿で
は 93をカタカナ英語、または独語直訳で「プッシュロッド」とも併記する。この部品呼



















































































































































































































































































































































































































































































のこの低音部に関しても、ファツィオリ(308、278) を筆頭に、ベーゼンドルファーの 2 機
種、ベヒシュタイン(280)、ブリュートナー(280)、メイスン＆ハムリン(284.5)、ザイラー
(Seiler：278)、グロトリアン(277)の各 1 機種 と、280cm 級ないし 280cm 超級コンサート
グランドが犇く中にありながら、それでも人は大地の底から湧き上がるような重低音は、















 実験はN.Y.、マンハッタンの American Academy and Institute of Arts and Lettersに
て 1991年 1月に実施された。これを主催したのは Fostleその人で、複数の音響工学の専
                                                  






















表 10‐１ Fostleによる音響サンプリング実験の概要 






























































































＊Steinway Saga. p.683 の注によればスタインウェイとヤマハの B1 同一打鍵力における基音
．．
音圧は
59dB と 51dB であった。これを用いて音のエネルギーにおける両者の比を求めれば１：0.398 となり、
本文(p.543)のヤマハは“60 percent softer”という記述と符合する。しかし、B1の総音圧、75.25dB、
72.1dB から導かれるエネルギー比は１：0.696 である。即ちヤマハは－30.4%で、本文中の“about 











2005 年 10 月、西宮球場の跡地に落成した兵庫県立芸術文化センターの備え付けピアノ、
スタインウェイModel D.、ベーゼンドルファーModell 290.、ヤマハNew CFⅢSの選定































































                                                  
302 因みにハープのようにピアノの弦を中央で打つアイデアは 1813年、John Batemanによっ
て、複数の打弦点を設ける考えは 1844年、Daniel Hewitによって特許取得されている。









(黒鍵を含めれば４つ目)の白鍵 C1に関して、その第 2以降の部分音のみならず“基音(第 1部
分音)32.7032Hzをハッキリと出していた”と力説した。この周波数はヘルムホルツが“真
































No.104611  1902  N.Y.(均一響板から均一響板に貼替え) 
No.168xxx  1914  ハンブルク(オリジナル均一響板) 
No.210xxx  1923  N.Y.(貼り替え[均一] 響板) 
No.234xxx  1925  N.Y.(オリジナル[均一]響板) 
No.344xxx  1955  ハンブルク(貼り替え[均一] 響板) 
No.368xxx  1961  ハンブルク(貼り替え[均一] 響板) 
No.395xxx  1967  ハンブルク(貼り替え[均一] 響板) 
No.506xxx  1988  ハンブルク(ダイヤフラム響板) 
No.511xxx  1989  ハンブルク(ダイヤフラム響板) 
No.517xxx  1991  ハンブルク(ダイヤフラム響板) 
No.543xxx  1998  N.Y.(ダイヤフラム響板) 











No.104611を基準に Pierce Piano Atlas から製番によって他の個体の製造年代を求めた。 








































の間で、最低音域10音(音名ならびに凡その周波数は：A0 [27.50Hz], B0[30.87], C1[32.70], D1[36.71], 
E1[41.20], F1[43.65], G1[49.00], A1[55.00], B1[61.74], C2[65.406]：ラシドレミファソラシド、最低部 5










は PCMレコーダー(SONY  PCM-D1)を 96KHz、24bitの最高分解能録音モードで用いた。 
当初、録音機として廉価版 PCM レコーダーを動員し、PCM-D1 との比較を行ったが、































接 触 時 間 ＼ 部分音  基音  第 2部分音   第 3     第 4   第 5    第 6    第 7 
1/f ×3/14(0.00082)秒  100     249.0       242.9      118.9      26.1    1.3        0.0 







の発生能力を表現する、と考えられる。ヘルムホルツの実験結果については On the 































































                                                  
305 Wolfenden前掲邦訳『ピアノ製作技術論』19頁、福島琢郎前傾『ピアノの構造･調律･修理』
11~14頁、『楽器の事典 ピアノ』300~301頁(改訂版 326~327頁)、参照。第 8部分音は基音
と絶対協和の関係にある。Wolfendenの言う「第 8上音」は通常の所謂「第 9部分音」(不
協和)である。一般に、第 7 部分音と第 9 部分音は基音と不協和であるため、打弦点を 1/8

























第 2 部分音は A0、B0 においても明瞭に現れており、C1 から上の全音にわたっては強
い発生状況が観測されている。その強度は何らかのノイズの影響を受けていると思しき
G1以外のところでは非常に良く揃っている。 
なお、かの調律師 Y氏が聴き取られたという No.104611の“C1(図の上から 3番目)の基音”
が果たしてかように微弱な基音であったのか、それとも下の 2音より格段に強く出ている
第 2部分音であったのか？ この点については残念ながら、図 10-1のデータのみに依拠す
る限り、私たちに解明の手立ては無かった。 
 









 (A0, B0, C1, D1, E1, F1, 




















































第 3 部分音系列を見ると、C1 における減衰が目立つ。しかし、この点も今回測定され
た全ての個体に共通しており、スタインウェイ Model D.の発音特性であると思われる。






入ってしまっている。第 2 部分音は E1 から上で、A1 を除いて比較的良く出ているが、
C1から下へ向かっては極端な減退傾向が現れており、A0においては痕跡に近い。 























第 2 部分音が良く出ているとはとても言えない。B0 においてやや目立ちかけるかに見
えるものの、C1、D1においては若干伸び悩み、G1では減衰が観察される。総じて E1よ
り高い音域からは漸く粒が揃って出て来ている。 














基音の出現頻度は高い。それは G1 からやや目立ち始め、最終３3 では今少し強化され
 407 
ている。ただ、C2における減衰はここでも顕著に観察されている。 
第 2 部分音は E1、F1 からやや強く現れ始めているが、G1 における落ち込みと減衰が
顕著であり、そこから上では回復している。 

















第 2 部分音の強度は他の部分音系列との比較において、総じて高くない。それは D1か
ら明瞭化しているが、G1では減衰傾向が目立つ。 



















目立っているのは G1であるが、絶対強度は低く、最終 3音では却って弱体化している。 
第 2部分音は E1以降、ある程度強く出ているが、G1ではまた落ち込みが認められる。





基音がやや明瞭に現れているのは最終 2音、B1と C2である。第 2部分音はバラツキな

































それすら覚束ない個体も見出された。ヤマハ CF における B1 の基音が無きに等しいこ
とは Fostleによって確認されている。 
No.543xxx に関する図 10-12 を再度、御覧頂きたい。データが示す基音の範囲は
27.5~65.4Hz であるから、“100Hz 強以下をカットしても……”と述べられている以上、
直接対照には白鍵でもう 4 鍵、G2：98.0Hz まで欲しいところであるが、これは我慢して
頂く他ない。一方、横軸は C1の第 3部分音、98.1Hzまでが対象範囲となる。そしてこの









第 2以降の部分音の次数と音の聴こえ方について、そのWoodは Sir.James Jeansの説
として、次のような記述を与えている。楽器の種別は特定されていない。 



















































の近い 517xxxに優越しており、感覚的にも 506xxxと 511xxxの声の方が力感に優ってい
た。この 2台は某正規特約店のレッスン室備え付けピアノであったから、この違いは“体
質”ではなく“体調”即ち整音に起因する違いとも考えられる。もっとも、その 506xxx 、
































＝ C1 の基音(第 1 部分音)とその第 2 部分音との聴き違えがあったと思われる。しかし、Y


































                                                  
307 Junghanns が「ハンマーヘッドの強打による引っぱりの力の上昇は……中略……1000mm













































































































































































































































いなら、ニュー･スタインウェイのModel D.などではなく、ベーゼンのModel 290. 
Imperialあたりが引き合いに出されるべきであった。 



































No.104611 の鉄骨(Harp)が、例えば若い CD ナンバー付きピアノなどのそれより遥かに良
く“鳴る”のか、という明快極まる現実、および窮極のところそれに起因するとしか考え
られない低音部における基音ならびに第 2部分音生成能力における客観的差異、そしてこ
                                                  
311 スタインウェイピアノにおけるキー･ベッド構造の特異性については cf.C.,C.,Bielefeldt 
The Wonders of the Piano. p.95. 


























































策している。ショパンの事蹟については、cf. Dolge, Pianos and Their Makers. pp.79~80, 



























                                                  










して記憶されて良いであろう。cf. Steinway Saga. pp.32~33, 64, 111~112. 






























































































                                                  
316 自作自演世話狂言の筋書きが山場において全き破綻を来した一件はシテとワキにとっては
自業自得に過ぎぬが、偶々たまたまその周囲に位置した者にはこの上ない迷惑であった。 
信じ難いことに No.104611 は 2010 年 5 月 30日に催されたこのピアノを用いる私のリ














































































































































































ンクール)は 1952年からは概ね 4年目毎に開催されるようになり、フランスでは 1943年か
らロン＝ティボー国際コンクールが、アメリカでは 1940年から 1976年まで毎年、エドガ
ー･M･レヴェントリット基金国際コンクールが、1962 年からはヴァン･クライバーン国際



















                                                  




















































































                                                  














































































































































p.23-5”、“プレリュード Op.32-12”、ガーシュウィン：：“ラプソディー イン ブルー(オケ
版)”を後半に据え、アンコールには“サマータイム”、“英雄ポロネーズ”、小阪恵一先生
編曲･超絶技巧版(?)“ネコふんじゃった”をプレゼントさせて頂いた。自分の演奏には満
足出来た私であったが、ピアノの調子が上記の理由に因って今一つであった点については
只々不本意とせざるを得ない。 
とは言え、第一線への
．．．．．
復活の過程
．．．．．
は未だ始まったばかりである。このピアノを誕生当時
の姿に再現するという願いが叶わぬのであれば、現在を起点とするヨリ高い完成度への到
達こそが志向されるべき目標となる。No.104611は何れ上述された方向へと進み、第一線
．．．
に
．
新たな機会を
．．．．．．
求める
．．．
ことになるであろう。リサイタル後、最適化の試行に直ちに着手出
来ないでいる点は慚愧に堪えないが、所詮、私たちはエオリアン Co.ではなく、No.104611
も研究用のピアノではないから、多少のリードタイムもある程度は致し方ないことである。 
もっとも、今後の改修日程が如何様に設定されようと、最も上質な器楽芸術が 古いにしえの巨
匠たちの精神と感応した演奏者の閃ひらめきと良き楽器の音色との共鳴を通じてのみ創り出さ
れるという命題そのものには些かの揺るぎも無い。そして、巨匠たちが創造の時空を共に
した世代の楽器そのものが健在である場合、この感応と共鳴とは理想的に発現されねばな
らない。 
現代い ま と名付けられる歴史の漂着点が失ってしまった何か
．．
を時の彼方から教えてくれるヴ
ィンテージ･スタインウェイの響きは、その奥底に封印された材料選択や設計･製造に係わ
る先人の叡智
．．．．．
と現役
．．
メインテナンス技術者の
．．．．．．．．．．．
技
．
とに立脚する楽器固有の表現能力である。 
ピアノ演奏とはかような技術
．．
文化
．．
の
．
土壌
．．
の上においてのみ十全に開花せしめられ得べき
芸術表現の一形式であり、そのような営為を通じてこそ固有の技術文化に護られた音楽の
粋は護られ受け継がれて行く。現代においても、未来においても。 
わが寓居にたまさかその身を寄せる１台のピアノを奏でれば、それは確信に満ちた声で
かく語って止まない。 
